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〈参考〉地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第二十六条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教育長

に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定により事務局職

員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価

を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなけれ

ばならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する

者の知見の活用を図るものとする。 

 

（幼保連携型認定こども園に関する意見聴取） 

第二十七条 地方公共団体の長は、当該地方公共団体が設置する幼保連携型認定こど

も園に関する事務のうち、幼保連携型認定こども園における教育課程に関する基本

的事項の策定その他の当該地方公共団体の教育委員会の権限に属する事務と密接な

関連を有するものとして当該地方公共団体の規則で定めるものの実施に当たって

は、当該教育委員会の意見を聴かなければならない。 

 

（教育委員会の意見聴取） 

第二十九条 地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に関する事務に係る部分

その他特に教育に関する事務について定める議会の議決を経るべき事件の議案を作

成する場合においては、教育委員会の意見をきかなければならない。 
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Ⅰ はじめに 

 

  御前崎市教育委員会では、第２次御前崎市総合計画の教育文化分野の基本目標

「郷土を愛し 未来を創る 人づくり」に基づき、御前崎市教育大綱及び御前崎市教

育振興基本計画の基本方針である「園・学校、家庭、地域、産業界、各団体、行政

等がスクラムを組み、協働することによって、１ 思いやりがあって互いを認め合

うことができ、たくましくしなやかな子どもが育つ ２ 生涯にわたってともに学

び続け、互いに高め合う市民が育つ」ための教育行政を展開しています。そして、

その年度の主要施策及び取組について、当市の教育を説明する『スクラム御前崎』

の中で示しています。 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号）第 26 条

では、教育行政の効果的推進及び市民への説明責任を果たすために、「教育委員会

は毎年その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行う」

ことを義務付けています。 

このことを受けて、教育委員会では令和７年度『スクラム御前崎』で示した主要

施策及び取組の自己点検及び評価を行い、その客観性を確保するため、市内の学識

経験者４名から意見をいただくとともに、第三者的立場から静岡大学教育学研究

科 武井敦史教授に総合評価をお願いし、検証したものを報告書として取りまとめ

ました。 

今回の点検及び評価を令和８年度の施策に活かし、新たに策定された第３次御

前崎市総合計画でも基本目標を達成していくために、それぞれの取組を推進して

まいります。 

  

令和８年３月 

 

御 前 崎 市 教 育 委 員 会 

教育長  吉村紳治郎 
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Ⅱ 点検・評価について 

１．趣 旨  

 御前崎市教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26条の規

定に基づき、毎年、その権限に属する主要な施策や事務事業の取組状況について、

政策効果を把握し、その必要性・効率性等の観点から、自ら点検及び評価を行い、

課題や取組の方向性を明らかにすることにより、効果的な教育行政の一層の推進

を図るとともに、この点検及び評価の結果に関する報告書を作成し、市議会に提出

するとともに一般に公表することにより、市民に対する説明責任を果たし、信頼さ

れる教育行政を推進しようとするものです。 

 

２．点検･評価の対象  

 点検及び評価は、令和７年度「スクラム御前崎」に沿って、本年度における教育

委員会の主要な施策・事業を対象として実施いたしました。このため、「スクラム

御前崎」に「重点取組」として掲げた 15の施策とそれに伴う事業について評価を

行っています。 

 

３．点検・評価の方法  

 点検及び評価の実施にあたっては、令和７年度の事業について、その進捗状況を

総括するとともに、内部評価を行うことにより課題や今後の取組みの方向性を明

らかにし、その結果を外部評価として、元園長 渡辺 和子 氏、民間企業代表 植田 

浩行 氏、元教員 齋藤 剛氏、元高校教員 二俣 實氏の御意見や、静岡大学教育学

研究科教授 武井 敦史 氏に総合評価を頂くことにより、教育に関する学識経験者

の知見活用に努めました。 

 

４．点検・評価の表し方  

点検及び評価については、事業の本年度目標達成度をＳ「目標以上の成果」、Ａ

「目標どおりの成果」、Ｂ「目標まであと少し」、Ｃ「まだ目標に届かない」Ｄ「達

成に努力を要する」の５段階で評価しました。また、本年度執行予定の事業を、本

年度３月末までにどれだけ実行できたかを「執行度」として０～100％で表し、そ

の事業自体の「妥当性」「効果性」「効率性」をそれぞれ、１「非常に低い」、２「低

い」、３「どちらともいえない」、４「高い」、５「非常に高い」の５段階で表しま

した。「妥当性」とは、「第２次御前崎市総合計画 2016～2025」に掲げた目標達成

のために、その事業自体がどれほど妥当かを評価しています。「効果性」とは、実

際に事業を進めた結果、得た効果について評価しています。「効率性」とは、コス

ト面・人員面において費用対効果がどれほどかを評価しています。 

実施できなかった事業については、「－」で表しています。 
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Ⅲ　重点取組

令和７年度の教育委員会の自己点検及び評価についての報告書をまとめるにあたり、本年度の教育計
画において重点取組として掲げた目標に対する評価を実施しました。事業の目標達成度は、「Ｓ・Ａ・
Ｂ・Ｃ・Ｄ」の５段階で評価しました。また、本年度３月末までの１年間に執行予定とした事業をどれ
だけ遂行できたかを示すため、本年度執行度において完遂を100％、完遂未達を０～99％の数値で表し、
妥当性、効果性などを数字の５段階で評価しました。

◎事業の目標達成度 ◎事業の本年度執行度 ◎点検・評価について ◎今後の方向

Ｓ・・・目標以上の成果 本年度分の事業の遂行完遂 ○妥当性・効果性・効率性 ①継続

Ａ・・・目標どおりの成果 100％で表す ５・・・非常に高い ②完了

Ｂ・・・目標まであと少し ４・・・高い ③拡大

Ｃ・・・まだ目標に届かない 完遂できなかったもの ３・・・どちらともいえない ④縮小

Ｄ・・・達成に努力を要する ０～99％の数値で表す ２・・・低い ⑤一部変更

１・・・非常に低い ⑥修正検討

⑦転換

⑧中止

１.　生活習慣（学習習慣）の定着

目標 本年度 事業の 効率性 効率性 今後の
達成度 執行度 妥当性 (コスト) (人員) 方向

Ａ 100% 5 5 5 5 継続

Ａ 100% 5 5 5 5 継続

Ａ 100% 5 5 5 5 継続

Ａ 100% 5 5 4 4 継続

Ａ 100% 5 5 4 4 継続

100% 5 5 4.6 4.6

※スクラム・スクール運営協議会 … 御前崎市のコミュニティー・スクール運営協議会の名称。

市青少年健全育成会議・地区推進委員会の開催

　御前崎市スクラム・スクール運営協議会を年間２回実施し、地域代表、保護者代表、学校職員、行
政職員が子供をとりまく諸課題について協議を行った。前年度のアンケート結果をもとに、地域とし
てどのような支援ができるかをグループに分かれて話し合った。
　各小中学校では、学校運営協議会を年間２～３回実施した。家庭・地域が学校の教育活動に参画す
る機会となった。
　市青少年健全育成会議では、市スクラム・スクール運営協議会と目標を同じくし、「早寝早起き朝
ごはん」「電子メディアとの主体的・自律的な関わり」を重点取組として、各地域へ意識啓発を行っ
た。また、スクラム御前崎の集いを地区推進委員会と合同開催し、地域一丸となって「地域を愛し未
来を創る御前崎人」を育てる機運を高めた。

効果性

「スクラム御前崎の集い」の開催

　平　均

事　業

スクラム・スクール運営協議会

各学校スクラム・スクール運営協議会の実施

家庭教育支援の推進
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２.　市の特色を生かした教育や体験による愛郷心の育成

目標 本年度 事業の 効率性 効率性 今後の
達成度 執行度 妥当性 (コスト) (人員) 方向

Ａ 100% 5 5 4 4 継続

Ｂ 91% 4 4 5 5 継続

Ａ 100% 5 5 5 5 継続

97% 4.7 4.7 4.7 4.7

３.　読書・読み聞かせの推進

目標 本年度 事業の 効率性 効率性 今後の
達成度 執行度 妥当性 (コスト) (人員) 方向

Ａ 100% 5 5 5 5 継続

Ａ 100% 5 5 5 5 継続

Ａ 100% 5 5 5 4 継続

Ａ 100% 5 5 5 3 継続

Ａ 100% 5 5 5 4 継続

Ａ 100% 5 5 4 3 継続

100% 5 5 4.8 4.0

※アウトリーチ … 積極的に対象者のいる場所に出向いて働きかける活動。

事　業 効果性

園の読書環境の整備

子供のための読書環境の整備

市立図書館の充実した資料収集

地域教材（社会科副読本）の活用

　平　均

　図書館では、館内でのおはなし会の開催に加え、園等へ職員や読み聞かせボランティアが出向いて
読み聞かせを行うアウトリーチ活動を積極的に実施している。これにより、図書館に足を運ぶ機会の
少ない子供たちにも読書への関心や意欲の向上につながっている。地域の教育機関と連携した継続的
取り組みは子供読書活動推進において有効であり、図書館の役割を広げる成果が見られる。小中学校
では、４名の司書が各校の図書担当職員と連携し、読書活動の推進に取り組んでいる。

　市の特色を生かし、学校と地域が連携した学習の一環として、小学校では原子力発電所の見学を、
小中学校では理科や社会科の学習におけるゲストティーチャーとして中部電力株式会社の職員を招い
て出前講座を実施した。体験学習を通して、発電のしくみやエネルギーミックスについて考える機会
となった。体験で得た学びが、学習する単元の中で位置づけられ、必要な資質・能力の育成につなが
るように授業を実施する必要がある。
　「御前崎クエスト」では、異学年集団による自然体験や地域資源を生かした活動を通じ、生きる力
や生き抜く力を養い、地域愛の醸成が出来ている。

事　業 効果性

青少年成人教育事業「御前崎クエスト」の実施

エネルギー教育の推進

学校における読書活動の推進

市立図書館と学校図書館の連携

読み聞かせなどのボランティアの協働

　平　均
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４.　乳幼児の保育・教育の充実と円滑な園小接続

目標 本年度 事業の 効率性 効率性 今後の
達成度 執行度 妥当性 (コスト) (人員) 方向

Ａ 100% 5 5 5 5 継続

Ａ 100% 5 5 4 4 継続

Ａ 100% 5 5 5 5 継続

100% 5 5 4.7 4.7

※園小接続 … 幼稚園・保育所・認定こども園での幼児期教育と小学校教育を円滑につなぐ取り組み。

※スクラム研究会 … 御前崎市管内の公立園・小中学校だけでなく、私立園や市内高等学校の先生も参加するスクラム・

 スクール・プランに基づく研修。

５.　家庭教育支援の充実

目標 本年度 事業の 効率性 効率性 今後の
達成度 執行度 妥当性 (コスト) (人員) 方向

Ａ 100% 5 5 5 5 継続

Ａ 100% 5 5 5 4 継続

Ａ 100% 5 5 5 4 継続

Ａ 100% 5 5 4 5 継続

Ａ 100% 5 5 5 4 継続

100% 5 5 4.8 4.4

※アプローチ・スタートアップブック … 園から小学校への進学を円滑に接続するために必要な情報を、保護者や家庭に

案内している御前崎市のパンフレット。

※療育 … 発達障がいや障がいを持つ子供たちに対して行う、個々の特性に応じた治療と教育を組み合わせた支援。

教諭・保育士対象各種研修会の実施

スクラム研究会の実施

　平　均

　家庭教育学級活動支援補助金により、市内幼保こども園へ支援を行った。補助金により、講演会や
演劇鑑賞、親子体操、茶道体験など親子活動を実施し、各園での家庭教育の実施を支援した。
　アプローチ・スタートアップブックには、市が推進する「早寝・早起き・朝ごはん」や「ネット依
存・ゲーム障害対策」等スクラムの取り組みを掲載し、家庭教育の重要性を広く周知した。また、学
校教育課・こども未来課・園が緊密に連携し、定期的な園訪問や療育教室を通じて児童理解を深め、
個に寄り添う支援内容を共有した。

事　業 効果性

　子供の興味や発達を捉え、主体的に遊び、試すことのできる環境のしかけを継続的に工夫するとと
もに、子供たちが自ら動こうとする力を育てる保育者のかかわりについて実践を重ねてきた。
　また、上智大学奈須教授や鳴門教育大学佐々木教授を招聘し、市内園の保育者に加え、市内小・
中・高等学校教諭も研修に参加し、環境を通した主体的な遊びやくらしの重要性について共通理解を
深めることができた。園で培われた力を土台として、小学校以降の自覚的な学びへと繋げていくこと
の大切さを再認識する機会となった。

事　業 効果性

主体的な遊びや体験を充実させる環境づくり

家庭教育支援の推進【再掲（１）】

アプローチ・スタートアップブックの活用

療育指導員による療育の推進と充実

　平　均

家庭教育学級への支援

家庭教育支援員の配置
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６.　互いの人権を尊重し、思いやりを大切にする教育への取組

目標 本年度 事業の 効率性 効率性 今後の
達成度 執行度 妥当性 (コスト) (人員) 方向

Ａ 100% 5 5 5 5 継続

Ａ 100% 5 5 4 4 継続

Ａ 100% 5 5 5 5 継続

Ａ 100% 5 4 5 5 継続

100% 5 4.8 4.8 4.8

※しおかぜ先生 … 特別な支援を要する子や不登校に悩む子など、児童生徒一人一人に応じた教育を推進するために御前

 崎市費負担で配置する教員。

７.　探究的な学び・協働的な学びの深化

目標 本年度 事業の 効率性 効率性 今後の
達成度 執行度 妥当性 (コスト) (人員) 方向

Ａ 100% 5 5 5 5 継続

Ａ 100% 5 5 5 5 継続

Ａ 100% 5 5 4 4 継続

Ａ 100% 5 5 5 5 継続

Ａ 100% 5 5 4 3 継続

100% 5 5 4.6 4.4

※スクラムゼミナール …「授業改善スーパーバイザー」を招聘し、小中学校で新学習指導要領にある「資質・能力」の

 育成を目指した御前崎市の授業改善の取組研修。

　各教科の学習や日々の生活を通して、自分とは異なる考え方に触れることで、多様な見方や考え方
を身に付け、自らを振り返り、自分も周りの人もよりよく生活するための、道徳的価値や人権感覚を
養った。
　いじめ問題対策連絡協議会では、各校の現状を共有するとともに、いじめ認知についての協議を通
じて、普段から関係諸機関が連携できる関係づくりと共通理解を行った。
　適応指導教室「サンルーム」は、学校や集団生活等に不安を抱える児童生徒が利用をし、学習の機
会や居場所としての機能を果たしている。

事　業 効果性

各校での指導の実施

いじめ問題対策連絡協議会の開催

市独自の学力調査の実施、分析と活用をもとに
した各校での指導

外国語指導助手(ＡＬＴ)及び英語活動指導員の
配置

学習支援員等の配置

　平　均

適応指導教室「サンルーム」の運営

　平　均

　本市授業改善アドバイザーである上智大学奈須正裕教授を招聘し、市内園・小中学校で公開授業・
研修会を実施した。「個別最適な学びと協働的な学びの一体的推進」や「自立した学び手の育成」に
ついて、各園・校で指導を受けた内容をもとに、授業改善が進んだ。

事　業 効果性

「しおかぜ先生」の配置

スクラムゼミナールの実施

教職員対象各種研修会の実施
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８.　ＧＩＧＡスクール構想による新しい学びの展開

目標 本年度 事業の 効率性 効率性 今後の
達成度 執行度 妥当性 (コスト) (人員) 方向

Ａ 100% 5 5 5 5 継続

Ａ 100% 5 5 5 5 継続

Ｂ 80% 5 5 5 5 継続

Ａ 100% 5 5 4 5 継続

95% 5 5 4.8 5

※ＧＩＧＡスクール構想 … 特別な支援を必要とする子供を含め、多様な子供たちを誰一人取り残すことなく、公正に

個別最適化され、資質・能力が一層確実に育成できる教育ＩＣＴ環境を実現すること。

　また、これまでの教育実践と最先端のＩＣＴのベストミックスを図ることにより、教師・児童

生徒の力を最大限に引き出すこと。

※ＩＣＴ … Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙの略。情報通信技術。

※ＤＸ … デジタルトランスフォーメーションの略式表記。ＩＣＴの浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化

させること（出典　総務省サイトより）

９.　健康教育を通じた体力の向上と健やかな体づくり

目標 本年度 事業の 効率性 効率性 今後の
達成度 執行度 妥当性 (コスト) (人員) 方向

Ａ 100% 5 5 5 5 継続

Ａ 100% 5 4 4 4 継続

100% 5 4.5 4.5 4.5

　国のＧＩＧＡスクール構想５年目となった。個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図る
ためのツールとして学習者用端末の活用がされている。また、各校にＩＣＴ支援員を配置し、授業づ
くり支援と校務ＤＸ化に対する支援が行われている。授業づくり支援では、ソフトウエア研修等を通
して、授業における学習者用端末やクラウドの活用につながり、子供の学びの幅が広がった。
　また、校務支援サイトや紙資料のデジタル化など、校務ＤＸ化も推進されてきた。活用の広がりに
よって、これまで以上に教職員と児童生徒の情報モラルを含めた情報活用能力の向上が重要となって
いる。

　平　均

　調査結果を分析することで、市内小中学校の児童生徒の運動能力や運動習慣等を客観的に捉えるこ
とができた。市で取り組んでいる「早寝・早起き・朝ごはん」との関連を分析し、市内小中学生の生
活習慣の改善啓発に必要なデータとして活用した。
　食育指導の推進においては、小中学生を対象とした食に関する授業や学級活動への講師参加、食事
のマナー指導など多方面から子供たちの食への関心と理解を深めている。給食センターの見学会やア
ンケートを通じて保護者や児童の意見を反映し、地域生産者との連携による特産品活用も行い、実践
的な食育を推進している。これらの取り組みは、児童の食習慣改善や食育意識向上に有効であり、今
後もさらなる充実が期待される。

事　業 効果性

全国体力運動能力・運動習慣等調査の分析と活
用をもとにした各校での指導

事　業 効果性

情報モラル学習の推進

デジタル教材の活用
　（ＧＩＧＡスクールの推進）

学校のＩＣＴ環境の向上

食育指導の推進

　平　均

ＩＣＴ支援員の配置
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10.　特別な支援を必要とする児童生徒への教育の充実

目標 本年度 事業の 効率性 効率性 今後の
達成度 執行度 妥当性 (コスト) (人員) 方向

Ａ 100% 5 5 5 4 転換

Ａ 100% 5 5 5 4 継続

Ａ 100% 5 5 4 3 継続

Ａ 100% 5 5 5 5 継続

100% 5 5 4.8 4

11.　部活動の地域展開の推進

目標 本年度 事業の 効率性 効率性 今後の
達成度 執行度 妥当性 (コスト) (人員) 方向

Ｂ 100% 5 3 5 2 縮小

Ｂ 80% 5 5 5 2 継続

Ｂ 80% 5 5 5 2 継続

87% 5 4.3 5 2

※御前崎市地域クラブ … 部活動の地域展開の受け皿として、市が主体となって設立する団体のこと。

12.　学校の再編についての検討

目標 本年度 事業の 効率性 効率性 今後の
達成度 執行度 妥当性 (コスト) (人員) 方向

Ｂ 70% 5 3 5 5 継続

70% 5 3 5 5

個性伸長支援員の配置

学習支援員等の配置【再掲(７)】

就学支援委員会、個性伸長支援教育専門家チー
ム会議の実施

　平　均

　就学支援委員会においては、特別な教育的支援を必要とする園児・児童生徒一人一人に対し、適切
な学びの場について慎重な審議をし、丁寧な就学支援を進めた。

事　業 効果性

事　業 効果性

地域展開先行事業の実施

　平　均

　御前崎市学校再編について、地域や学校の情報収集に努め、検討を継続している。本年度は、御前
崎・白羽地区の未就学児の保護者に対する現況説明とアンケート調査を実施した。今後も、慎重に検
討を行い、市民へ丁寧に説明をしながら計画策定をすすめていく。

事　業 効果性

学校再編計画の検討

　平　均

競技部会の開催

部活動検討委員会の開催

療育指導員による療育の推進と充実【再掲
(５)】

　地域展開の基盤となる御前崎市地域クラブと既存団体を併用した「御前崎モデル」の実現に向け、
競技団体と協議を重ねている。令和８年度夏以降の休日展開実施を円滑に進めるため、関係機関と連
携を強化するとともに、事業の詳細について説明と協議を進めている。市民に対しては、中学校の新
入生説明会で周知を行った。部活動検討委員会については、今後は活動を縮小することも検討してい
る。
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13.　ライフステージごとの学びの提供

目標 本年度 事業の 効率性 効率性 今後の
達成度 執行度 妥当性 (コスト) (人員) 方向

Ａ 100% 5 5 4 4 継続

Ａ 100% 5 5 4 4 継続

Ａ 100% 5 5 4 4 継続

Ａ 100% 4 4 4 4 継続

100% 4.8 4.8 4 4

※おまえざき学びの航海図 … ライフステージごとの目指す姿を記入することで、一生学ぶ人生航海の道しるべや人生の

つながり方を表すために御前崎市が作成した生涯学習アイテム。

※学びのパスポート … 講座やサークル活動、芸術鑑賞やスポーツなどで得た学びを１回ずつ記入して振り返るために、

御前崎市が作成した生涯学習アイテム。１冊に30回の学びが記録できて、30学び終了を申請する

ごとに認定証が交付される。

14.　生きがいや潤いをもたらす文化・スポーツの振興

目標 本年度 事業の 効率性 効率性 今後の
達成度 執行度 妥当性 (コスト) (人員) 方向

Ａ 100% 4 4 3 3 継続

Ａ 100% 4 4 4 4 継続

Ａ 100% 4 4 3 3 継続

Ａ 100% 5 5 4 4 継続

Ａ 100% 5 5 3 3 継続

100% 4.4 4.4 3.4 3.4

市振興公社との連携によるスポーツ及び文化の
振興

市文化祭の開催

図書館での展示や講演会など文化事業の開催

　平　均

「学びの循環」の仕組みづくりの推進

軽スポーツ教室・大会の開催

文化協会、スポーツ協会との連携

シニアスクールの実施

　平　均

　振興公社やスポーツ推進委員、スポーツ協会、文化協会との連携により、市民の文化・スポーツ振
興が図られた。文化振興では、関係団体と連携した事業や文化財の普及活動を実施し、多くの方々に
文化や文化財に触れる機会を提供することができた。スポーツ振興では、幼児期からの運動環境整備
による基礎体力の向上と、生涯を通して運動できる環境づくりに、各団体と協力し努めることができ
た。
　図書館では、読書活動の推進にとどまらず、文化振興を目的として、各種講座やイベント事業を実
施した。多様なテーマ設定や世代別の企画により、幅広い層の参加を得ることができ、図書館を身近
な学びと交流の場として認識してもらう機会の拡充につながった。

事　業 効果性

　個人や仲間との学びが循環できるように、手助けのツールとして、学びの航海図、学びのパスポー
ト、生涯学習ガイドブックを作成し、市民が生涯学び続けることを支援している。社会教育学級へ補
助金を交付し、活動の一助となっている。
　シニアスクールには、御前崎スクールで25人、浜岡スクールで27人が参加した。講座を通じて、健
康やＡＩ、詐欺防止など様々な分野で学びを深めた。また、児童生徒との交流を通して、世代を超え
た地域のつながりを実感できた。

事　業 効果性

「おまえざき学びの航海図」の活用と生涯学習
講座等の充実

社会教育学級への支援
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15.　教職員の働き方改革の推進

目標 本年度 事業の 効率性 効率性 今後の
達成度 執行度 妥当性 (コスト) (人員) 方向

Ａ 100% 5 5 4 4 継続

Ａ 100% 5 5 4 4 継続

Ａ 100% 5 5 4 4 継続

Ａ 100% 5 5 4 5 継続

100% 5 5 4 4.3

※ＩＣＴ … Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙの略。情報通信技術。

※Ｇｏｏｇｌｅ Ｗｏｒｋｓｐａｃｅ … Ｇｍａｉｌ、カレンダー、ドライブ、Ｍｅｅｔ などのアプリを １つに集約した

 クラウドサービス。（Ｇｏｏｇｌｅ Ｗｏｒｋｓｐａｃｅ公式サイトを参照）

※ＤＸ … デジタルトランスフォーメーションの略式表記。ＩＣＴの浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化

させること（出典　総務省サイトより）

効果性

県教育委員会「学校の働き方改革推進プロジェ
クト」との連携

各園・学校での取り組みへの支援

校務システムクラウド化の推進

　勤怠管理システムにより各校の勤務時間管理を行う中で、時間外勤務時間の削減のためにできる業
務改善に取り組んでいる。校務支援ソフトやＩＣＴ機器を活用した業務改善や日課の工夫等、実態に
応じた改善を図りながら、教職員の授業準備や児童生徒と向き合う時間の確保にもつなげている。
　欠席連絡用アプリの利用定着やGoogleWorkspaceの活用により、欠席連絡および健康状態の確認が電
話からウェブ上に変わったことで、朝の電話対応にかかる時間が解消されている。また、昨年度構築
した校務ＤＸ化専用サイトの活用、研修会等により、校務ＤＸ化が進められており、ペーパーレス化
により情報共有の速度が上がり、校務の効率化につながっている。

　平　均

各園・学校への調査

事　業
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Ⅳ　御前崎市教育委員会の自己点検及び評価

◎事業の目標達成度 ◎事業の本年度執行度 ◎点検・評価について ◎今後の方向

Ｓ…目標以上の成果 本年度事業の遂行完遂 ○妥当性・効果性・効率性 ①継続

Ａ…目標どおりの成果 100％で表す  ５…非常に高い ②完了

Ｂ…目標まであと少し  ４…高い ③拡大

Ｃ…まだ目標に届かない 完遂できなかったもの  ３…どちらともいえない ④縮小

Ｄ…達成に努力を要する ０～99％の数値で表す  ２…低い ⑤一部変更

 １…非常に低い ⑥修正検討

⑦転換

⑧中止

子どもが育つ基盤づくり

５-１-１　スクラムによる市全体の教育力の向上

事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ５

( ― )

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ５

( １ )

※スクラム・スクール運営協議会 … 御前崎市のコミュニティー・スクール運営協議会の名称。

Ａ 100%

　御前崎市スクラム・スクー
ル運営協議会を年間２回実施
し、地域代表、保護者代表、
学校職員、行政職員が子供を
とりまく諸課題について協議
を行った。前年度のアンケー
ト結果をもとに、地域として
どのような支援ができるかを
グループに分かれて話し合っ
た。各小中学校では、学校運
営協議会を年間２～３回実施
した。家庭・地域が学校の教
育活動に参画する機会となっ
た。

①
継
続

　「社会に開かれた
教育課程」が求めら
れる中で、学校・家
庭・地域の連携は今
後ますます重要と
なっていく。引き続
き、スクラムスクー
ル運営協議会を軸に
連携の推進を図る。

スクラム・ス
クール運営協議
会の開催
（学校教育課）

　重点取組の施策について、具体的な事業を御前崎市総合計画に関連付けられる項目で自己点検評価
シートにまとめました。評価方法は、次のとおりです。

点　検　・　評　価 今後の方向

Ａ 100%

　地方教育行政の組織及び運
営に関する法律により実施義
務がある総合教育会議は、教
育委員が直接市長と意見交換
し、情報共有する貴重な機会
である。本年度は、教育大綱
と教育振興基本計画の満了年
度につき、改定のための有益
な協議ができた。
　移動教育委員会も、教育委
員が教育関係者と直接意見を
交わす貴重な機会である。本
年度は、改定する教育大綱と
教育振興基本計画について小
中学校の先生方と意見交換
し、これから御前崎市が目指
す教育施策の方向性について
認識を共有した。

①
継
続

　総合教育会議は、
御前崎市の教育を市
長と共有していく機
会として継続する。
　移動教育委員会も
教育委員が事務局職
員以外と意見を交わ
す機会であり、実施
を継続する。

総合教育会議・
移動教育委員会
の開催
（教育総務課）
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事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

点　検　・　評　価 今後の方向

事業の
妥当性 ４

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ４

( 13 )

事業の
妥当性 ５

効果性 ４

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ５

( ― )

※Logoフォーム … 自治体専用WEBフォーム作成ツールの電子申請システム。

※タイムラグ … 事象が起きた時点から、結果や反応が出るまでの時間的なずれのこと。

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ５

( 13 )

※ＣＳディレクター…コミュニティ・スクール・ディレクター。学校と地域で作る学びの推進のために活動している。

①
継
続

　子供たちの興味や
関心、希望に沿った
活動や学びのため
に、それに応じた地
域とのつながりがつ
くれるよう、引き続
き地域人材の発掘と
活用の機会をつく
り、職業観や生き方
を学ぶ機会を充実さ
せる。

キャリア教育の
充実
（学校教育課）

Ｂ 100%

　定期更新のほか、必要な情
報を随時更新することで、教
育委員会の情報発信に努め
た。本年度は、改定を行う教
育大綱案及び教育振興基本計
画案のパブリックコメント募
集も実施した。
　Ｌｏｇｏフォームを利用し
たアンケートや申請も活用が
定着しつつある。
　各学校も活動や行事の様子
を随時更新し、家庭や地域へ
の情報発信に取り組んでい
る。

①
継
続

　市民が必要とする
情報を発信すること
で、市民の教育活動
への理解を深めた
い。電子情報による
タイムラグの少ない
情報取得が定着する
ように、引き続き
ウェブサイトやＳＮ
Ｓを活用していく。

ウェブサイトな
どによる広報活
動の充実
（教育総務課・
学校教育課・社
会教育課・各学
校）

Ａ 100%

　ＣＳディレクターを各中学
校区で１名ずつ配置し、学校
からの要望にすぐに対応でき
るようにしている。各中学校
での職業講話や職業体験実施
にあたり、ＣＳディレクター
が地域の企業や施設と調整を
図ることで、円滑に地域とつ
ながることができている。ま
た、教員の業務負担の軽減に
もつながっている。

　生涯学習という視
点や、世代を超えた
地域のつながりなど
の点から、参加者に
とって有益な取組で
あり、アンケート結
果では参加者の93％
以上が高い満足度を
示しているため、継
続していく。

シニアスクール
の実施
（学校教育課）

Ａ 100%

　シニアスクールには、御前
崎スクールで25人、浜岡ス
クールで27人が参加した。講
座を通じて、健康やＡＩ、詐
欺防止など様々な分野で学び
を深めた。また、児童生徒と
の交流を通して、世代を超え
た地域のつながりを実感でき
た。

①
継
続
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事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

点　検　・　評　価 今後の方向

事業の
妥当性 ５

効果性 ４

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ５

( ― )

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ４

( ― )

※地域コーディネーター … 学校地域支援本部事業において、学校とボランティアの連絡調整を行い、学校のニーズに応じた

ボランティアの派遣を支援する役目がある。

　学校の負担軽減の
ため、教職員では対
応の難しい内容につ
いて支援を広げる。

学校支援地域本
部の実施〔地域
学校協働本部〕
（学校教育課）

Ａ 100%

　総合防災訓練を通じ、教育
委員会と学校の初動対応を確
認のうえ、各校長と共有し
た。
　また、天候による天候判断
に加え、Ｊアラート、地震、
原子力災害、および臨時休校
時の放課後児童クラブの対応
について周知し、共通理解を
図った。
　防災教育については、県か
らの通達等を各園・小中学校
に周知し、組織的な取り組み
を推進した。

①
継
続

Ａ 100%

　市内の園や学校の必要に応
じて地域ボランティアの派遣
を行っている。内容は、授業
における専門的な支援や、登
下校の見守り、読み聞かせな
ど多岐にわたっている。ま
た、建設業組合に依頼して、
施設の修繕・整備も行ってい
る。２名の地域コーディネー
ターが各校の要望をとりまと
め、登録しているボランティ
アと連絡調整を行い、円滑に
学校と地域がつながることが
できている。

①
継
続

　多様な状況を想定
して危機管理マニュ
アルの見直しを図る
とともに、初動マ
ニュアルの整備に取
り組む。あわせて、
地域防災訓練や県の
ジュニア防災士養成
事業などを通じ、児
童生徒の防災意識を
多角的に高める。

防災教育の推進
（学校教育課）
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◎事業の目標達成度 ◎事業の本年度執行度 ◎点検・評価について ◎今後の方向

Ｓ…目標以上の成果 本年度事業の遂行完遂 ○妥当性・効果性・効率性 ①継続

Ａ…目標どおりの成果 100％で表す  ５…非常に高い ②完了

Ｂ…目標まであと少し  ４…高い ③拡大

Ｃ…まだ目標に届かない 完遂できなかったもの  ３…どちらともいえない ④縮小

Ｄ…達成に努力を要する ０～99％の数値で表す  ２…低い ⑤一部変更

 １…非常に低い ⑥修正検討

⑦転換

⑧中止

５-１-２　人としての根を養うための、市の特色を生かした教育の推進

事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ５

( ３ )

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ５

( ３ )

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ４

( ３ )

園の読書環境の
整備
（学校教育課）

Ａ 100%

　４名の司書が各小中学校の
図書館担当職員と連携し、読
書活動の推進に取り組んだ。
　年２回開催される、学校図
書館連絡会では、各校の実践
事例を共有し、自校の活動に
反映させることで全体の質的
向上を図った。また、各学年
の単元計画に基づき、授業で
活用可能な図書を精査・明記
した資料を作成した。授業内
での積極的な図書活用の支援
体制を整えた。

学校における読
書活動の推進
（学校教育課）

Ａ 100%

　市立図書館と学校との連携
に向け、連絡会等による情報
共有や巡回貸出を行ったこと
で、子供読書活動の推進に一
定の成果が見られた。更に小
学生の見学会や、中学生の職
場体験を通じて図書館及び読
書への興味・関心を喚起でき
た。また、児童生徒の作品等
の展示についても、本人のモ
チベーションの向上や図書館
の利用促進に繋がった。

市立図書館と学
校図書館との連
携
（図書館・
　学校教育課）

点　検　・　評　価 今後の方向

Ａ 100%

　毎日の担任の読み聞かせ、
毎月の市立図書館職員による
読み聞かせや絵本の貸し出し
は各園で定着し、継続して行
われている。また、各園、季
節や子供の興味関心に即した
絵本の陳列など、子供たちが
自発的に絵本に手を伸ばした
くなる、魅力的で落ち着いた
空間・コーナーを整えた。

①
継
続

　興味を引く絵本の
配置や展示方法など
を工夫した絵本コー
ナーを設けることで
読書環境の充実を図
るとともに、保護者
に対して乳幼児期に
おける読み聞かせの
大切さについての啓
発に取り組む。

　学校図書館連絡会
においては、現場の
ニーズを的確に反映
させた内容を検討・
実施する。今後も引
き続き効果的な実践
事例の共有を継続
し、児童生徒の読書
意欲を喚起すること
で、図書の貸出冊数
増加に向けた取り組
みを推進する。

①
継
続

　学校現場のニーズ
を踏まえた連携体制
の構築に努める。今
後も情報共有を重
ね、巡回貸出や読書
支援の内容を充実さ
せていく。子供読書
の更なる推進を目指
し創意工夫してい
く。

①
継
続
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事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

点　検　・　評　価 今後の方向

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ４

( ２ )

※ＳＵＰ … スタンドアップパドルボードの略。サーフボードより少し大きいボードの上に立ち、パドルを漕いで水面を進む

スポーツ。

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ４

( ２ )

※グローカル … グローバル（地球規模）とローカル（地域規模）を組み合わせた造語。地球規模の広い視野を持ちながら、

地域に根差した視点で行動する考え方。御前崎クエストでのグローカルの活動は、中高生のグループ。

事業の
妥当性 ４

効果性 ４

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ５

( ２ )

Ｂ 91%
①
継
続

　市の特色を活かし、学校と
地域が連携した学習の一環と
して、小学校では原子力発電
所の見学を、小中学校では理
科や社会科の学習におけるゲ
ストティーチャーとして中部
電力株式会社の職員を招いて
出前講座を実施した。体験学
習を通して、発電のしくみや
エネルギーミックスについて
考える機会となった。体験で
得た学びが、学習する単元の
中で位置づけられ、必要な資
質・能力の育成につながる授
業を構想するよう研修を実施
した。

　電源立地都市とし
ての特性を生かし、
地域企業との連携や
人材の活用によりエ
ネルギー教育を進め
ることができている
が、様々なエネル
ギー需要に適応でき
るような学習の機会
とする。

エネルギー教育
の推進
（学校教育課）

Ａ 100%

　予定していた５プログラム
（ファミリー７名、キッズ15
名、ジュニア27名、グローカ
ル12名、ユース６名）全てを
実施した。異年齢集団による
自然体験・地域資源を活かし
た活動（里山散策、シーカ
ヤック、野外調理、竹林整備
等）を通じ、生きる力や生き
抜く力を養い、御前崎の自然
や産業・文化について体験的
に学び、地域愛の醸成につな
がった。

①
継
続

青少年成人教育
事業「御前崎ク
エスト」の実施
（社会教育課）

市内各小学校に
おける海洋ス
ポーツ体験活動
（社会教育課）

Ａ 100%

　市内全ての小学校（４年生
または６年生）で実施でき
た。
　事前に海の危険性や身を守
る方法の学習、体験当日に
は、カヌーやＳＵＰを使用し
たマリンスポーツの体験やラ
イフジャケットでの浮遊体験
をとおし、地域の魅力を改め
て知る機会を提供することが
できた。

　今後も、地域資源
を活かし、人材育成
事業を継続する。令
和８年度は、対象を
見直し、３プログラ
ムを実施する。満足
度の高い事業とする
ため、アンケート結
果を参考にして、活
動内容の検討も行
い、地域の理解や思
考力、想像力、応用
力を養うことを目指
す。

①
継
続

　御前崎ならではの
特色ある取り組みと
して、全小学校での
実施を継続し、御前
崎の魅力を子供達へ
伝えていく。
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事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

点　検　・　評　価 今後の方向

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ５

( １・５ )

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ４

( ５ )

※つながるシート … 静岡県が、子育てや家庭教育について親同士が話し合うときに使うために作成したワークシート。様々

なテーマごとに複数の項目があり、目的別に使用できる。

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ４

( ５ )

※だれでも食堂もぐもぐ … 御前崎市版こども食堂の活動。

　家庭教育３学級以
上への支援を目指
す。市内幼保こども
園に限らず、学校に
対しても、補助金に
より充実した家庭教
育支援が出来ること
をPRする。引き続
き、校長会や園長会
などで情報提供を行
う。「つながるシー
ト」の実践を検討す
る。

家庭教育学級へ
の支援
（社会教育課）

Ａ 100%
①
継
続

家庭教育支援員
の配置
（社会教育課）

　「あそび塾」は、
支援員が中心となり
継続して11回実施を
目指す。「だれでも
食堂もぐもぐ」は、
交付対象を見直し、
家庭教育支援に留ま
らず、こども未来課
と連携し、福祉面か
らの支援もできるよ
うに実施する。支援
が必要な家庭に情報
が届くよう、こども
未来課と連携する。

Ａ 100%

　家庭教育学級活動支援補助
金により、市内幼保こども園
の３学級へ支援を行った。補
助金により、各園で講演会や
演劇鑑賞、親子体操、茶道体
験など親子活動を実施し、家
庭教育の推進を支援した。ま
た、県が作成した「つながる
シート」の実践を検討した。

①
継
続

　家庭教育に資する事業を実
施するため、10名の家庭教育
支援員を配置した。活動とし
て、親子での遊び方、ふれあ
い方を体験的に学べ、子育て
の悩みも相談することができ
る「あそび塾」を年11回開催
した。また、家庭教育支援の
一環で、忙しくしている親子
へ食事を安価で提供する実施
団体（だれでも食堂もぐも
ぐ）へ補助金を交付してい
る。本年度は市内５か所で28
回実施された。両活動へ家庭
教育支援員が参画すること
で、親同士の交流の促しや相
談機会が増えた。

　市内の保護者が同
じ方向性を共有する
ことで、家庭と園、
更には小学校への円
滑な接続につなが
り、子供の育ちを一
貫して支える基盤づ
くりが図られるため
今後も家庭教育支援
を継続する。

家庭教育支援の
推進
（学校教育課）

Ａ 100%

　公立園３園に加え、私立園
３園において、保護者対象に
静岡県地域づくりアドバイ
ザーの山口久芳氏による『非
認知能力や家庭の役割につい
て』の講演会を実施した。公
立園では90%、私立園では45%
の保護者が聴講した。ＡＩ時
代を見据えた子育てやかかわ
りについてアンケートを実
施。聴講したほぼ全員の保護
者が理解を深めることができ
たとの回答であった。

①
継
続
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事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

点　検　・　評　価 今後の方向

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ４

( ― )

事業の
妥当性 ５

効果性 ４

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ４

( ― )

事業の
妥当性 ５

効果性 ４

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ５

( ― )

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ４

( ― )

　御前崎市青少年補導員33名
を設置し、青少年補導の活動
を行った。夏季・冬季の県下
一斉補導に加え、中学校卒業
式や春季青少年補導の巡視を
行った。今年度は、年8回定期
的に巡視を行い、青少年の非
行防止に努めた。

①
継
続

　市民及び商店への
非行抑制の意識向上
と青少年への啓発の
ため、今後も活動を
継続する。補導員の
総会で、青少年への
接し方などの研修を
設け、青少年の健全
育成について理解を
深めることを目指
す。

　今後も地域と連携
して、地域で子供を
守り育てる活動を継
続していく。この活
動の意義を隊員に再
確認させ、長く活動
を続けていくことを
目指す。

青少年補導活動
の実施
（社会教育課）

Ａ 100%

　市内小学校ＰＴＡが中心と
なり、学区内商店等に参加の
継続や新規登録を確認し、397
件の登録があった。登録者に
は「こども110番の家」の旗や
プレートを配布し、いつでも
子供たちが助けを求められる
体制をとった。また、学校に
依頼し、児童に対して「こど
も110番の家」の周知を図っ
た。

①
継
続

　この活動は、市民
全体の理解と協力が
必要であるため、利
用する子供と登録者
へ説明するととも
に、市民全体へ周知
し、市全体で子供を
見守る体制を築くよ
う働きかける。ま
た、学校へ情報提供
や啓発活動、登録者
に用具の提供を行
う。

こども110番の家
の推進
（社会教育課）

Ａ 100%

　県が実施している「地域の
青少年声掛け運動」に協働
し、園、学校、市職員、地区
役員などへ新規賛同者を求め
53名の参加があり、全体では
5,540名の参加となった。

①
継
続

　今後も、この活動
を広く周知し、参加
者の募集も続けてい
く。

声かけ運動の推
進
（社会教育課）

※静岡県事業

Ａ 100%

サポート隊の推
進
（社会教育課）

Ａ 100%

　地域で子供たちを守り育て
る運動の一環として、サポー
ト隊員784名による登下校時の
見守りと声かけを地域全体で
行った。活動が、事件・事故
の抑止力となっている。ま
た、長年サポート隊活動をし
ていることへ感謝の意をこめ
て、市の感謝状規定により、
地区から推薦されたサポート
隊員9名と1団体へ感謝状を贈
呈し、活動への気運を高め
た。

①
継
続
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事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

点　検　・　評　価 今後の方向

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ４

( １ )

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ４

( １ )

※スクラム御前崎の集い…地域・学校・家庭・行政が連携して青少年を取り巻く現状や課題を共有し、地域一丸となり「地域を

　　　　　　　　　　　　愛し未来を創る御前崎人」を育てる機運を高めるため行う集い。

「スクラム御前
崎の集い」の開
催
（社会教育課・
学校教育課）

Ａ 100%
①
継
続

Ａ 100%

　スクラム御前崎の集いを実
施した。令和７年度は、市青
少年健全育成会議の重点取組
でもある「電子メディアとの
主体的・自律的な関わり」に
関する講演会を実施した。ま
た、地区推進委員会も兼ねて
実施した。

①
継
続

市青少年健全育
成会議・地区推
進委員会の開催
（社会教育課）

　今後も、スクラム
スクール運営協議会
と連携して取り組
む。また、地域との
繋がりを密にし、子
供・若者育成支援の
機運を高めるため、
令和７年度に実施し
た地区推進委員会と
の合同開催を今後も
続けるかを検討す
る。

　市青少年健全育成会議内に
おいて、地域の青少年を取り
巻く現状課題を発表・情報共
有し、重点取組（「早寝、早
起き、朝ごはん」「電子メ
ディアとの主体的・自律的な
関わり」）について共通認識
を持った。会議内容につい
て、各地区の推進委員会へ周
知を図った。また、学社連携
のため、市青少年健全育成会
議委員がスクラムスクール運
営協議会を視察し、課題や情
報を共有した。令和７年度の
地区推進委員会は、スクラム
御前崎の集いと同時開催とし
た。

　今後も、学校と地
域の連携を密にし、
地区推進委員会と情
報共有を図り、地域
全体で青少年健全育
成に取り組む。
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◎事業の目標達成度 ◎事業の本年度執行度 ◎点検・評価について ◎今後の方向

Ｓ…目標以上の成果 本年度事業の遂行完遂 ○妥当性・効果性・効率性 ①継続

Ａ…目標どおりの成果 100％で表す  ５…非常に高い ②完了

Ｂ…目標まであと少し  ４…高い ③拡大

Ｃ…まだ目標に届かない 完遂できなかったもの  ３…どちらともいえない ④縮小

Ｄ…達成に努力を要する ０～99％の数値で表す  ２…低い ⑤一部変更

 １…非常に低い ⑥修正検討

⑦転換

⑧中止

スクラム・スクール・プラン（園・小・中・高の途切れのない教育）で推進する子どもの育成

５-２-１　生きていく力の基礎の育成

事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ５

( ４ )

※環境…幼稚園教育要領における用語の１つ。周囲の様々な環境に好奇心や探究心をもってかかわり、それらを生活に取り入れ

　　　　ていこうとする力を養う。幼児の主体的な活動が確保されるよう、幼児一人一人の行動の理解と予想に基づき、計画

　　　　的に環境を構成しなければならない。この場合において、教師は幼児とひとやものとのかかわりが重要であることを踏

　　　　まえ、物的・空間的環境を構成しなければならない。

【再掲】
園の読書環境の
整備
（学校教育課）

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ４

( ４ )

　引き続き、地域へ
積極的に発信をして
いく。園の活動を理
解してもらいなが
ら、地域資源の活用
と交流を進め、地域
の特色を活かした園
の教育活動を遂行す
る。

地域の教育力を
活かした保育の
推進
（学校教育課）

Ａ 100%

　地域の方々による栽培、食
育、生け花教室など多様な活
動支援と、高齢者や小中高校
との交流を各園で年間平均15
回程度実施し、地域で子供の
育ちを支える環境づくりを進
めた。豊かな心や社会性の育
成に繋がった。

①
継
続

主体的な遊びや
体験を充実させ
る環境作り
（学校教育課）

点　検　・　評　価 今後の方向

Ａ 100%

　子供の発達を支え、学びを
促すために意図的に整備され
た人的・物的環境を活用した
教育・保育の重要性は、公立
園において研修を通じて100％
定着している。私立園につい
ても、継続した研修活動によ
り徐々に理解と実践が進んで
いる。

①
継
続

　各園の教育課題に
即した幼児理解を深
めるとともに、子供
の豊かな学びに繋が
る環境やしかけにつ
いて私立園も含めた
研修を継続する。

19



事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

点　検　・　評　価 今後の方向

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ４

( ４ )

【再掲】
家庭教育支援の
推進
（学校教育課）

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ５

( ４ )

※アプローチ・スタートアップブック … 園から小学校への進学を円滑に接続するために必要な情報を、保護者や家庭に案内

している御前崎市のパンフレット。

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ５

( ― )

アプローチ・ス
タートアップ
ブックの活用
（学校教育課）

Ａ 100%

　巡回相談においては、各
園・各校のニーズを反映さ
せ、年２回の定期的な実施を
通じて効果的な助言・支援を
行った。また教育相談では、
相談内容を園や学校と共有す
ることで、現場だけでは把握
が困難であった家庭の背景に
ある課題を知る機会となっ
た。この情報共有により、多
角的な視点からの状況理解が
進み、個々のケースに応じた
適切な支援へとつながった。

①
継
続

Ａ 100%

　園小の円滑な接続
をさらに推進するた
め、小学校入学説明
会における全保護者
への周知を継続す
る。また、幼小交流
の充実に向けて職員
間の連携を深化さ
せ、各小学校区にお
ける特色ある取組を
積極的に紹介し、幼
小交流の内容を一層
充実・発展させてい
く。

巡回相談、教育
相談の実施
（学校教育課）

①
継
続

Ａ 100%

　公立園が３園となったこと
を受け、私立園との合同研修
会を昨年度の２回から、今年
度は４回実施した。公立園で
の公開保育研修会を通して、
幼児理解や発達・実態に応じ
た環境について、気づきや意
見を出し合い、更に講師から
指導講評を受けることで、学
びを深めることができた。ま
た、公立園全職員を対象に、
子供の主体性を育む保育者の
かかわりについての指導を受
けた。

①
継
続

　市全体の乳幼児教
育の質の維持・向上
をめざし、公私立合
同研修会を継続的に
実施する。更に主体
性を育む保育者のか
かわりについては、
来年度も研修を継続
する。保育観の共有
を図り、実践へと繋
げる。

教諭・保育士対
象各種研修会の
実施
（学校教育課）

　アプローチ・スタートアッ
プブックについては、園小の
円滑な接続に関する内容を最
新の情報に更新するととも
に、PDF化によるコスト削減を
図った。市内小学校５校の入
学説明会に出席している全保
護者を対象に、二次元コード
を用いたアプローチ・スター
トアップブックの配布および
内容の周知を行った。
　あわせて、市が推進する
「早寝・早起き・朝ごはん」
や「ネット依存・ゲーム障害
への対策」などの家庭教育の
重要性についても、直接周知
を図ることができた。

　巡回相談において
は、各園・各校が必
要とする時期に最も
効果的な支援が行え
るよう、相談員、学
校現場と連携し、計
画的な運用を行う。
また、教育相談につ
いては、より多くの
保護者が相談の機会
を得られるよう、調
整を柔軟に行う。
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事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

点　検　・　評　価 今後の方向

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ４

( 10 )

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ４

( ５・10 )

※療育 … 発達障がいや障がいを持つ子供たちに対して行う、個々の特性に応じた治療と教育を組み合わせた支援。

※ＩＣＴ … Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙの略。情報通信技術。

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ４

( ― )

　関係機関との連携
を継続し、個に寄り
添う支援に努めると
ともに、早期療育へ
の理解促進、個に応
じた就学支援を実施
する。発達相談や療
育希望の増加に対し
ては、聞き取りによ
り個のニーズを正確
に把握し、優先度に
応じて迅速に支援に
つなげる体制を整備
する。また、ＩＣＴ
導入による事務の簡
略化を推進し、質の
高い支援を維持しな
がら、運営の効率化
に努める。

療育指導員によ
る療育の推進と
充実
（学校教育課・
こども未来課）

Ａ 100%

　公立園が３園に減少したこ
とで、全ての担任に正規職員
を配置できた。また、さくら
こども園については、副園長
及び主任を乳児部・幼児部そ
れぞれに配置することができ
た。
　今年度は担任副担任制を導
入したが、現場職員や管理職
からの意見を踏まえ、改善の
必要が明らかとなった。

⑦
転
換

　来年度は担任副担
任制から学年での
チーム担任制へ体制
を転換する。複数の
視点で子供を見守
り、互いに連携しな
がら保育を進めてい
くとともに、学年主
任を配置し、リー
ダーとしての自覚を
促し、人材育成につ
なげていく。

適切な職員配置
（学校教育課・
総務課・こども
未来課）

Ａ 100%

　関係機関や園と連携し、定
期的な園訪問や療育教室の開
催を通じて、幼児理解と個の
応じた支援を行った。
　教育的ニーズの多様化に伴
い、発達相談の希望が増加し
ており、検査者の人材確保が
課題となっている。
　療育教室「ほっとケーキ」
については、個に寄り添った
支援を実現している一方、年
度途中の新規利用５名、入室
待機を含む紹介・相談４名と
利用希望者が増加しており、
人員確保や運営効率化などの
対応が課題である。

①
継
続

Ａ 100%

　園の統廃合に伴い、支援体
制が会計年度任用職員から正
規職員の副担任制へと変更し
た。クラスに正規職員が２名
配置されるようになったもの
の、副担任の役割や責任に関
して共通理解が十分に図られ
ていなかった。また、個々の
子供に応じた支援を実践する
ための幼児理解や個別支援方
法についても、保育の質向上
が求められている。

⑦
転
換

　学年主任を中心と
したチーム保育制に
体制を転換し、職員
の役割を明確化して
いく。子供の個性や
発達を多角的に捉え
るとともに、職員間
の連携を強化し、継
続的な研修を積み重
ね、保育の質の向上
を図る。

個性伸長支援員
の配置
（学校教育課）
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◎事業の目標達成度 ◎事業の本年度執行度 ◎点検・評価について ◎今後の方向

Ｓ…目標以上の成果 本年度事業の遂行完遂 ○妥当性・効果性・効率性 ①継続

Ａ…目標どおりの成果 100％で表す  ５…非常に高い ②完了

Ｂ…目標まであと少し  ４…高い ③拡大

Ｃ…まだ目標に届かない 完遂できなかったもの  ３…どちらともいえない ④縮小

Ｄ…達成に努力を要する ０～99％の数値で表す  ２…低い ⑤一部変更

 １…非常に低い ⑥修正検討

⑦転換

⑧中止

５-２-２　変化の激しい今後の社会を生き抜くための資質・能力の育成

事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ５

( ７ )

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ５

( ９ )

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ５

( ７ )

※スクラムゼミナール …「授業改善スーパーバイザー」を招聘し、小中学校で新学習指導要領にある「資質・能力」の育成を

  目指した御前崎市の授業改善の取組研修。

市独自の学力調
査の実施、分析
と活用をもとに
した各校での指
導
（学校教育課）

　スクラムゼミナー
ルを通して、授業改
善や乳幼児教育の重
要性についての理解
を進めている。奈須
教授より、本市の実
態に合わせながら、
専門的かつ最新の教
育情勢やそれに関わ
る情報を用いた指導
をいただけるため、
今後もこれを活用し
た授業改善を推進す
る。

スクラムゼミ
ナールの実施
（学校教育課）

全国体力運動能
力・運動習慣等
調査の分析と活
用
（学校教育課）

Ａ 100%

　本市授業改善アドバイザー
である上智大学奈須正裕教授
を招聘し、市内園・小中学校
で公開授業・研修会を実施し
た。「個別最適な学びと協働
的な学びの一体的推進」や
「自立した学び手の育成」に
ついて、各園・校で指導して
いただいた内容をもとに、授
業改善が進んだ。

①
継
続

Ａ 100%

点　検　・　評　価 今後の方向

Ａ 100%

　小学校２～５年生、中学校
１・２年生を対象に、標準学
力調査と質問紙調査を実施し
た。静岡大学の村山功教授に
結果分析と講話を依頼し、市
内各校の研修主任に対して、
そこから読み取れることにつ
いて御指導をいただいた。質
問紙調査では、生活習慣につ
いても分析できるため、学習
の定着状況だけでなく、効果
的な学習につながる生活習慣
の改善へ活用できた。

①
継
続

　全国学力・学習状
況調査は小学校６年
生と中学校３年生を
対象とするため、そ
の他の学年に対して
継続して実施してい
くことで、経年での
比較を分析し、引き
続き授業改善等に活
用する。

　調査結果を分析すること
で、市内小中学校の児童生徒
の運動能力や運動習慣等を客
観的に捉えることができた。
市で取り組んでいる「早寝・
早起き・朝ごはん」との関連
を分析し、市内小中学生の生
活習慣の改善啓発に必要な
データとして活用した。

①
継
続

　調査結果を活用
し、授業改善だけで
なく、「早寝・早起
き・朝ごはん」など
のよりよい生活習慣
を確立する。
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事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

点　検　・　評　価 今後の方向

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ５

( ７ )

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ５

( ７ )

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ５

( ８ )

※ＧＩＧＡ第１期 … 御前崎市が、ＧＩＧＡスクール構想により最初に導入した一人一台端末を使用する最終年度を迎えた。

令和８年度から小学校３学年分と中学校は、更新した第２期の端末を使用する。

※ＧＩＧＡスクール構想 … 特別な支援を必要とする子供を含め、多様な子供たちを誰一人取り残すことなく、公正に
個別最適化され、資質・能力が一層確実に育成できる教育ＩＣＴ環境を実現すること。また、
これまでの教育実践と最先端のＩＣＴのベストミックスを図ることにより、教師・児童生徒の
力を最大限に引き出すこと。

※ＩＣＴ … Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙの略。情報通信技術。
※ＤＸ … デジタルトランスフォーメーションの略式表記。ＩＣＴの浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化

させること（出典　総務省サイトより）

Ａ 100%

　ＧＩＧＡ第１期の最終年を
迎えた。本年度は、小学校は
平均月３回、中学校は平均月
２回の対面支援を行った。教
員の授業づくり支援に加え
て、児童生徒一人一人が学習
者用端末を活用できる環境整
備や操作補助を行った。ま
た、教職員に対しては、校務
ＤＸ化専用サイトの活用やミ
ニ研修会の開催により、校務
ＤＸ化を進めている。ＩＣＴ
支援員は、学校現場に必要不
可欠な存在となっている。

①
継
続

　個別最適な学びや
協働的な学びの一体
的な充実を図るた
め、支援員による授
業支援を継続する。
ＩＣＴを利用した質
の高い教育を目指す
ためにも、環境整備
や教職員の研修も充
実が必要である。引
き続き、日々変化す
る学校の多様なニー
ズに応じた支援をし
ていく。

ＩＣＴ支援員の
配置
（教育総務課）

教職員対象各種
研修会の実施
（学校教育課）

Ａ 100%

　３名のＡＬＴおよび１名の
英語専科教員の派遣を通じ
て、小学校の外国語活動・外
国語授業の充実を図った。英
語専科教員が核となり、近隣
校と連携した取り組みを展開
することで、中学進学を見据
えた指導体制を構築すること
ができた。また、ＡＬＴが児
童生徒と積極的に交流するこ
とで、子供たちが生きた英語
に親しみ、楽しく学習に取り
組む環境を実現した。

①
継
続

　授業内での指導に
留まらず、ＡＬＴの
さらなる効果的な活
用方法を模索する中
で、英語をより身近
に感じ、自然に活用
できる教育環境づく
りを推進する。

外国語指導助手
(ＡＬＴ)の配置
（学校教育課）

Ａ 100%

　教職員の分掌等に応じた各
種研修会を年間計画に位置付
け実施した。授業改善推進委
員会では、市授業改善テーマ
の実現に向け、児童生徒主体
の授業づくりを引き続き推進
した。
　教頭研修会では、外部講師
を招聘し、学校の危機管理意
識のさらなる向上のために重
要な視点等を共有することが
できた。

①
継
続

　各種研修会におけ
る目標を達成するた
めの手立てを明確に
するとともに、達成
状況を把握する。
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事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

点　検　・　評　価 今後の方向

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ５

( ８ )

【再掲】
学校における読
書活動の推進
（学校教育課）

【再掲】
市立図書館と学
校図書館との連
携
（図書館・学校
教育課）

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ４

( 10 )

※しおかぜ先生 … 特別な支援を要する子や不登校に悩む子など、児童生徒一人一人に応じた教育を推進するために御前崎

市費負担で配置する教員。

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ３

( 10 )

Ａ 100%

　各校の実態に応じて学習支
援員を配置し、入学当初の１
年生や通常学級に在籍する支
援を要する児童生徒等への適
切な対応が可能となり、落ち
着いた学習環境づくりにつな
がっている。
外国人児童生徒への対応、
ケース会議、各専門機関との
連携、就学支援等、各専門指
導員が力を発揮し、学校運営
の大きな力となっている。需
要も高まっており人材確保も
必要である。

①
継
続

　通常学級で支援を
要する児童生徒や個
のニーズに応じた支
援を要するケースが
増加している。各校
の実態に応じて効果
的な配置をするとと
もに先を見通した人
材確保に努める。

学習支援員等の
配置
（学校教育課）

Ａ 100%

　不登校対応のため、第一小
と浜岡中にしおかぜ先生を各
１名ずつ配置している。
校内でしおかぜ先生が対応し
た児童が教室に入ることがで
きるようになったり、不登校
だった生徒がしおかぜ先生の
対応する教室に登校すること
ができたり教室に入ることが
できる生徒も増えたりしてい
る。不登校対策としての役割
を果たしている。

①
継
続

　不登校の早期対応
や不登校傾向にある
児童生徒の居場所づ
くりのために、しお
かぜ先生の配置は
益々必要となってい
る。
　現在２校のみの配
置だが、将来的には
全小中学校に配置で
きるよう、今後も実
態把握や人材確保に
努める。

「しおかぜ先
生」の配置
（学校教育課）

Ａ 100%

　ＮＰＯ法人ｅ-ｌｕｎｃｈに
業務委託して、各校年１回の
情報モラル教育を実施した。
また、同様に中学校を対象と
したネットパトロールを依頼
した。ネットパトロールを通
して、ＳＮＳを使った安易な
個人情報の投稿や人間関係の
トラブルが発見され、素早い
対応ができた。情報活用能力
や情報モラルの育成だけでな
くリテラシーの向上につなが
る研修を実施する。

①
継
続

　今年度末をもって
ｅ-ｌｕｎｃｈが業
務を終了するため、
新たな委託先を見つ
け、引き続き、児童
生徒の情報モラルの
育成とトラブル要因
の検知が行える体制
を継続する。

情報モラル学習
の推進
（学校教育課）
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事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

点　検　・　評　価 今後の方向

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ５

( ６ )

【再掲】
シニアスクール
の実施
（学校教育課）

【再掲】
巡回相談、教育
相談の実施
（学校教育課）

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ５

( 10 )

事業の
妥当性 ５

効果性 ４

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ５

( 10 )

100%

　就学支援委員会において
は、特別な教育的支援を必要
とする園児・児童生徒一人一
人に対し、適切な学びの場に
ついて慎重な審議を行った。
各園や小中学校、検査機関、
医療機関等の多様な関係機関
と連携を図ることで、丁寧な
就学支援を推進した。
　専門家チーム会議では、対
象園児・児童生徒の支援方法
や、次年度の学びの場につい
て検討できた。

①
継
続

　年度初めに開催す
る特別支援教育コー
ディネーター研修に
おいて、御前崎市が
掲げる「個性伸長支
援教育」の理念につ
いて、共通理解を図
る。 また、専門家
チーム会議での個々
に応じた支援のアド
バイスを日々の指導
に繋げる。

Ａ 100%

　適応指導教室「サンルー
ム」は、学校や集団生活等に
不安を抱える児童生徒が利用
をし、学習の機会や居場所と
しての機能を果たしている。
昨年度より利用者や需要が増
えていることを考え、より効
果的に連携できるような体制
づくりが必要である。

①
継
続

　様々な理由で学校
や教室に入れない児
童生徒の学びの機会
や居場所としての機
能果たすサンルーム
の役割は今後ますま
す必要となるため、
支援や連携の充実を
継続する。

適応指導教室
「サンルーム」
の運営
（学校教育課）

就学支援委員
会、個性伸長教
育専門家チーム
会議の実施
（学校教育課）

Ａ 100%

　いじめ問題対策連絡協議会
では、各校の現状を共有する
とともに、いじめ認知につい
ての協議を通じて、普段から
関係諸機関が連携できる関係
づくりと共通理解を行った。

①
継
続

　いじめ問題の深刻
化や命に係わる事態
に発展することを防
ぐためにも、校内の
組織的対応を常に念
頭に置きながら、速
やかに関係諸機関と
連携できるような体
制づくりを強化す
る。

いじめ問題対策
連絡協議会の実
施
（学校教育課）

Ａ
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事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

点　検　・　評　価 今後の方向

【再掲】
アプローチ・ス
タートアップ
ブックの活用
（学校教育課）

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ５

( ８ )

※利活用 … 利用と活用のこと。

※ＧＩＧＡスクール構想 … 特別な支援を必要とする子供を含め、多様な子供たちを誰一人取り残すことなく、公正に
個別最適化され、資質・能力が一層確実に育成できる教育ＩＣＴ環境を実現すること。また、
これまでの教育実践と最先端のＩＣＴのベストミックスを図ることにより、教師・児童生徒の
力を最大限に引き出すこと。

Ａ 100%

　個別最適な学びと協働的な
学びの一体的な充実を図るた
め、授業内で一人一台端末を
活用したクラウドや授業支援
ソフトウエアの活用が定着し
てきた。
　特に、単元の情報開示や授
業環境の充実という視点から
の活用が浸透しはじめ、目的
を明確にした利活用の仕方が
定着してきた。ＧＩＧＡス
クール構想の一人一台端末が
多様な授業づくりのあり方を
支えている。

①
継
続

　これからの社会に
必要や資質・能力を
育成するために、多
様かつ柔軟な授業づ
くりの在り方が重要
であり、それを支え
るためにＧＩＧＡス
クール構想の推進は
必須である。進化す
る時代に対応する学
習環境とするため、
今後も整備や改善に
より、個別最適な学
びと協働的な学びの
一体的な充実を図る
ために支援してい
く。

ＧＩＧＡスクー
ルの推進
（教育総務課）
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◎事業の目標達成度 ◎事業の本年度執行度 ◎点検・評価について ◎今後の方向

Ｓ…目標以上の成果 本年度事業の遂行完遂 ○妥当性・効果性・効率性 ①継続

Ａ…目標どおりの成果 100％で表す  ５…非常に高い ②完了

Ｂ…目標まであと少し  ４…高い ③拡大

Ｃ…まだ目標に届かない 完遂できなかったもの  ３…どちらともいえない ④縮小

Ｄ…達成に努力を要する ０～99％の数値で表す  ２…低い ⑤一部変更

 １…非常に低い ⑥修正検討

⑦転換

⑧中止

５-２-３　子どもたちが可能性に挑戦できる教育環境の整備

事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ５

( ― )

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ４

( ― )

事業の
妥当性 ５

効果性 ３

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ５

( 12 )

70%

　御前崎地区、白羽地区の未
就学児の保護者に、現況の説
明を行った。引き続き、市の
執行部や関係団体との協議を
進めながら、今後を見据えた
形での学校再編計画につい
て、検討を進める。 ①

継
続

　学校再編計画案に
ついて慎重に検討
し、市民へ丁寧な説
明を行いながら、計
画策定をしていく。

学校再編計画の
検討
（教育総務課）

　クラスの増減に応
じた施設整備、社会
情勢や環境に応じた
整備対応を行う。

安全安心な教育
環境の向上
〈教育総務課〉

点　検　・　評　価 今後の方向

Ｂ 100%

　御前崎小学校、白羽小学校
の特別教室のエアコン整備を
行い、快適な学習エリアの拡
張が図れた。
　これで、市内全校の普通教
室・特別教室の空調整備が完
了した。 ①

継
続

　今後も学校要望の
妥当性や重要度に応
じて、施工方法を工
夫しながら整備を
行っていく。

特別教室の多機
能化
（教育総務課）

Ａ 100%

　長寿命化計画に沿って、浜
岡東小学校の給水管更新工事
を行った。
　また、教職員、児童生徒が
学校で安全に生活し、安心し
て学校活動できるよう、必要
な修繕工事を実施した。 ①

継
続

Ｂ
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事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

点　検　・　評　価 今後の方向

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ５

( ８ )

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ５

( ８ )

※ＧＩＧＡ第１期 … 御前崎市が、ＧＩＧＡスクール構想により最初に導入した一人一台端末を使用する最終年度を迎えた。

令和８年度から小学校３学年分と中学校は、更新した第２期の端末を使用する。

※ＧＩＧＡスクール構想 … 特別な支援を必要とする子供を含め、多様な子供たちを誰一人取り残すことなく、公正に
個別最適化され、資質・能力が一層確実に育成できる教育ＩＣＴ環境を実現すること。また、
これまでの教育実践と最先端のＩＣＴのベストミックスを図ることにより、教師・児童生徒の
力を最大限に引き出すこと。

※ＩＣＴ … Information and Communication Technologyの略。情報通信技術。
※ＤＸ … デジタルトランスフォーメーションの略式表記。ＩＣＴの浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化

させること（出典　総務省サイトより）

ＩＣＴ関連周辺
機器の安定稼働
（教育総務課）

Ａ 100%

　ＧＩＧＡ第１期の最終年を
迎え、小学校、中学校とも全
学年での学習者用端末の活
用、教職員の校務ＤＸ化が推
進されている。本年度はＧＩ
ＧＡスクール構想の初年度に
導入した小学校３学年分と中
学校分の学習者用端末を来年
度から新しい端末に更新する
ため、入替作業を実施した。
　教職員の校務用端末は、サ
ポート終了のＷｉｎｄｏｗｓ
10から11にアップグレードす
るとともに、更新時期の端末
は入替を実施した。

①
継
続

Ａ 100%

　集中管理している教育ネッ
トワークサーバーは、適切な
管理委託により安定稼働して
いる。ＧＩＧＡスクール構想
で設置・導入した周辺機器や
ソフトウエアの有効活用と校
務ＤＸ化の推進に繋ぐことが
できた。

①
継
続

学校のＩＣＴ環
境の向上
（教育総務課）

　機器の安定稼働に
努めるとともに、文
部科学省のメッセー
ジや学校のニーズを
捉え、必要な周辺機
器の整備をコスト意
識を持ちながら継続
していく。

　ＩＣＴ環境整備は
校務および学習環境
にとって必要不可欠
である。教材の在り
方は、社会の変化に
対応して変わるた
め、ＩＣＴ環境整備
を行う必要がある。
また校務ＤＸ化もさ
らに推進する。引き
続き利用の充実と環
境整備を行ってい
く。
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◎事業の目標達成度 ◎事業の本年度執行度 ◎点検・評価について ◎今後の方向

Ｓ…目標以上の成果 本年度事業の遂行完遂 ○妥当性・効果性・効率性 ①継続

Ａ…目標どおりの成果 100％で表す  ５…非常に高い ②完了

Ｂ…目標まであと少し  ４…高い ③拡大

Ｃ…まだ目標に届かない 完遂できなかったもの  ３…どちらともいえない ④縮小

Ｄ…達成に努力を要する ０～99％の数値で表す  ２…低い ⑤一部変更

 １…非常に低い ⑥修正検討

⑦転換

⑧中止

５-２-４　子どもたちの心と体を支える安全安心で魅力ある学校給食の提供

事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

事業の
妥当性 ５

効果性 ４

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ４

( ― )

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ４

( ― )

安全安心で魅力
ある学校給食の
提供
（学校給食共同
調理場）

Ａ 100%

アレルギー対応
の実施
（学校給食共同
調理場）

点　検　・　評　価 今後の方向

　引き続き園・学校
と連携し、安全なア
レルギー対応給食を
提供し事故防止に務
める。

Ａ 100%
①
継
続

　引き続き栄養教
諭、委託業者と連携
を密にし、安心安全
で魅力ある学校給食
の提供に努める。

①
継
続

　所長及び栄養教諭が委託業
者に対し、衛生管理や調理・
配送などの作業工程を確認し
ている。また、食中毒防止の
ため、給食に携わる職員及び
委託業者は、毎月２回の保菌
検査を行っている。異物混入
防止も兼ねて厨房機器や調理
器具を定期点検し、必要に応
じた更新を実施している。安
全性の向上に努め、安心な給
食提供に取り組んだ。
　毎月「ふるさと給食の日」
を設け、地元産食材を使用し
た献立や、季節ごとの行事に
合わせた給食の提供に努め、
魅力ある給食づくりを推進し
ている。実態把握のために毎
年実施する給食アンケートも
より良い給食の提供に役立て
ている。残食率は、12.09％
だった。

 『御前崎市学校給食における
食物アレルギー対応マニュア
ル』に基づき、28品目のアレ
ルギー対応除去食の提供を
行っている。アレルギー食の
確認は、所長、園長、校長
が、検食時に実施している。
さらに、栄養教諭、調理員、
配送担当、園・学校の受取担
当者及び担任が連携し、食物
アレルギー対応カードを用い
た６段階のチェック体制を構
築することで、事故の防止に
努めている。
　また、献立表からのアレル
ギー食材の事前チェックと共
に、学校および保護者との情
報共有も徹底している。今年
度の食物アレルギー等特別食
実施人数は、56人だった。
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事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

点　検　・　評　価 今後の方向

事業の
妥当性 ５

効果性 ４

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ４

( ９ )

事業の
妥当性 ５

効果性 ４

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ４

( ― )

　小中学生を対象とした食に
関する指導を実施し、「食」
への関心と意識の向上に努め
た。また、小中学校の学級活
動や家庭科、総合的な学習の
授業にも講師として参加し、
給食時間には児童生徒の食べ
る姿勢やマナーなどの日常的
な指導も行っている。
　食への興味関心を高めるた
め、夏休みには小学生と保護
者を対象に、給食センターの
見学・体験会を開催した（参
加28組）。また、各小学校の
６年生が授業の一環で作成し
た献立を給食に取り入れ、給
食時間にその献立に関する情
報を放送した。浜岡北小学校
では御前崎ブランドである青
パパイヤの地元生産者による
講話の後、給食に特産品を提
供した。第一小学校の授業で
栽培した野菜を給食食材に活
用もした。地域や学校と密接
に連携した食育活動を推進し
ている。

　地元農産物の生産者に直接
働きかけ、給食センターが現
地で食材を受け取る仕組みを
整えるとともに、９軒の生産
者から直接食材を購入する取
り組みを継続している。これ
により新鮮な野菜を給食に提
供できる体制ができた。ま
た、納入業者に対しては説明
会や納品時に地元食材の納入
を促すなど、地産地消率の向
上に努めている。総合計画に
掲げる令和７年度の目標値
（市内産31％、県内産63％）
に対し、本年度は市内産24.5
％、県内産35.7％の地産地消
率を達成した。

　給食で使用する食
材を積極的に市内
産、県内産とするよ
う、効率よく効果的
な方法を検討する。
　今後も生産者や納
入業者との連携を強
化し、さらなる地産
地消の推進に努め
る。

地産地消の推進
（学校給食共同
調理場）

Ａ

③
拡
大

①
継
続

食育指導の推進
（学校給食共同
調理場）

　引き続き食育指導
及び給食献立で郷土
食や行事、地場産物
の活用を通し「食」
への関心を深めるよ
う努める。　生産者
との交流を行うこと
で、さらに食への関
心を深めていく。

Ｂ 100%

100%
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◎事業の目標達成度 ◎事業の本年度執行度 ◎点検・評価について ◎今後の方向

Ｓ…目標以上の成果 本年度事業の遂行完遂 ○妥当性・効果性・効率性 ①継続

Ａ…目標どおりの成果 100％で表す  ５…非常に高い ②完了

Ｂ…目標まであと少し  ４…高い ③拡大

Ｃ…まだ目標に届かない 完遂できなかったもの  ３…どちらともいえない ④縮小

Ｄ…達成に努力を要する ０～99％の数値で表す  ２…低い ⑤一部変更

 １…非常に低い ⑥修正検討

⑦転換

⑧中止

５-３-１　笑顔でつながる学びの環の醸成

事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ４

( 13 )

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ４

( 13 )

※おまえざき学びの航海図 … ライフステージごとの目指す姿を記入することで、一生学ぶ人生航海の道しるべや人生のつな
がり方を表すために御前崎市が作成した生涯学習アイテム。

※学びのパスポート … 講座やサークル活動、芸術鑑賞やスポーツなどで得た学びを１回ずつ記入して振り返るために、御前崎
市が作成した生涯学習アイテム。１冊に30回の学びが記録できて、１冊終了を申請するごとに認定証が

交付される。

「おまえざき学
びの航海図」の
活用と生涯学習
講座等の充実
（社会教育課）

点　検　・　評　価 今後の方向

Ａ 100%
①
継
続

　「おまえざき学びの航海
図」を市民講座や社会福祉法
人Ｍネット、市管内２中学校
の4か所で活用した。ワーク
シートを元に、対話をするこ
とで得た学びや気づきが次の
一歩に繋がった。生涯学習講
座については、市役所各課や
教育委員会が企画運営する講
座や地区センター講座、自主
講座など100を超える講座を市
民に提供し、3000人を超える
方が参加した。また、講座情
報をまとめた生涯学習ガイド
ブックを作成し、市民にわか
りやすく情報提供を行った。

　今後も、「学びの
航海図」を活用し、
対話による学びや気
づきが得られるよう
に、年３回開催を目
指す。生涯学習講座
は、更なる充実や
様々な年代からの参
加を狙う。教育委員
会主催の講座だけで
なく、首長部局や関
係団体合わせて、
100講座の開催を目
指す。

「学びの循環」
の仕組みづくり
の推進
（社会教育課）

Ａ 100%

　個人や仲間との学びが循環
できるように、循環を手助け
するツールとして、学びの航
海図、学びのパスポート、生
涯学習ガイドブックを作成し
た。パスポートは、30学びを
達成した４名へ認定証を発行
し、次への意欲に繋げた。

①
継
続

　今後も、学びが循
環できる環境を整え
ていく。また、学び
が次のステップに進
むよう、企画政策課
などと連携してい
く。
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事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

点　検　・　評　価 今後の方向

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ４

( 13 )

　市内学習団体が継
続的に学習活動が推
進できるよう支援を
続ける。市内の様々
な団体が活用するた
め、広報やＳＮＳな
どで情報提供を行
う。

社会教育学級活
動への支援
（社会教育課）

Ａ 100%

　社会教育学級活動支援補助
金により、市内で学習する10
団体へ支援を行った。補助金
により、自然環境観察、そば
打ち技術向上、合唱、生け
花、お囃子技術向上など、生
活課題や地域課題などの学び
合いが行われ、地域コミュニ
ティの向上に繋がる動きを支
援することができた。

①
継
続
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◎事業の目標達成度 ◎事業の本年度執行度 ◎点検・評価について ◎今後の方向

Ｓ…目標以上の成果 本年度事業の遂行完遂 ○妥当性・効果性・効率性 ①継続

Ａ…目標どおりの成果 100％で表す  ５…非常に高い ②完了

Ｂ…目標まであと少し  ４…高い ③拡大

Ｃ…まだ目標に届かない 完遂できなかったもの  ３…どちらともいえない ④縮小

Ｄ…達成に努力を要する ０～99％の数値で表す  ２…低い ⑤一部変更

 １…非常に低い ⑥修正検討

⑦転換

⑧中止

５-３-２　市民の豊かな心を育み、暮らしに寄り添う図書館づくり

事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ３

( ３ )

【再掲】
市立図書館と学
校図書館との連
携
（図書館・学校
教育課）

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ４

( ３ )

読み聞かせなど
のボランティア
との協働
（図書館）

点　検　・　評　価 今後の方向

Ａ 100%

　読み聞かせボランティアと
の協働により、おはなし会等
で子供たちは本に親しむ機会
を継続的に得ることができ、
読書への関心や想像力、言語
表現力の育成に寄与した。ま
た、ボランティア研修会を開
催し、スキルアップにつな
がった。その後の交流会で
も、新たな人材育成について
方法などを共有できた。

①
継
続

　現在、読み聞かせ
ボランティアの人数
はある程度維持でき
ているが、将来に向
けた後継者育成が課
題である。経験豊富
なボランティアと新
たな参加者が互いに
学び合い、知識や想
いを継承できる仕組
みづくりを進めてい
く。

　さらに学校図書館
司書等関係機関との
連携強化と巡回貸し
出しを行うことで、
子どもの実態に応じ
た読書環境の整備と
充実を図り、主体的
な読書習慣の定着に
つなげていく。

子どものための
読書環境の整備
（図書館）

Ａ 100%

　第３次子ども読書推進計画
の初年度であり、目標達成に
向け、巡回貸出等、本に親し
む環境づくりに継続的に取り
組んでいる。一方で、分母と
なる人口が減少していること
に加え、インターネット環境
などの情報メディアへの依存
も懸念され、より一層の読書
活動の充実性が求められる。

①
継
続
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事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

点　検　・　評　価 今後の方向

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ３

( ３ )

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

３

効率性
(人員) ３

( 14 )

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ４

( ― )

※レファレンス … 図書館員が、利用者の調べ物や資料探しをサポートして、必要な資料や情報を案内するサービス。

事業の
妥当性 ３

効果性 ３

効率性
(コスト)

３

効率性
(人員) ３

( ― )

※デジタルアーカイブ … 将来にわたり保存したい資料をデジタルデータ化し、参照や活用ができるように記録保存すること。

　レファレンス向上のための
研修を受講し、市民から対応
が良いと好評が寄せられ、情
報提供の支援が問題解決に有
効に機能している。

①
継
続

　さらに研修を通じ
て実践的なレファレ
ンス対応を継続しす
るとともに、対応事
例の蓄積・共有を行
い、組織全体の対応
力向上につなげる。

　課題、費用対効果
を見据え、他市の状
況や県立中央図書館
とも共有を図り、調
査・研究を重ね、具
体的な検討を段階的
に進めることが求め
られる。

デジタル化社会
に対応した読書
環境の整備
（図書館）

問題解決に対す
る情報提供など
の支援
（図書館）

Ｂ 100%

　電子図書館やデジタルアー
カイブについて、静岡県立中
央図書館の調査や、近隣市町
の状況を連絡会で把握し、課
題等共有した。

①
継
続

Ａ 100%

Ａ 100%

　市民ニーズや社会情勢の変
化を踏まえ、分野や偏りのな
い資料収集を行い、幅広い利
用者に対応した蔵書構成を維
持している。

①
継
続

　今後も引き続き市
民ニーズに沿ったバ
ランスの良い資料収
集を継続するととも
に、利用状況を踏ま
えた蔵書の充実と見
直しを限られた予算
の中で図っていく。

市立図書館の充
実した資料収集
（図書館）

Ａ 100%

　展示や講演会等の文化事業
を拡大し、各種媒体を通じた
情報発信を強化したことで利
用者の参加意欲を高め、事業
の認知度向上とある程度の集
客につなげた。これら事業の
アンケート調査においても満
足度は好評価であり文化事業
の成果に繋げた。

①
継
続

　これまでの事業成
果や参加者の反応を
踏まえ、より多くの
利用者層の関心に応
える企画・実施に取
り組むとともに情報
発信のさらなる充実
を図る。
　あわせて関係機関
や地域団体との連携
を強化し、図書館の
文化的拠点としての
役割を一層高めてい
く。

図書館での展示
や講演会など文
化事業の開催
（図書館）
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事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

点　検　・　評　価 今後の方向

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ４

( ― )

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ５

( ― )

快適な読書空間
の確保
（図書館）

Ａ 100%

　高圧受電設備変圧器等改修
工事、照明設備ＬＥＤ取替工
事を実施し、安全性と省エネ
ルギー化の推進につながっ
た。

①
継
続

　空調の老朽化によ
る不具合と、それ以
外にも修理保証年数
や推奨更新年数を大
きく超えている設備
があり、計画的な改
修によって適切な維
持管理が求められ
る。

Ａ 100%

　ホームページや新聞記事検
索データベースについて、案
内や周知を行い、利用促進を
図った。図書館資料や調べも
のを目的とした利用が見ら
れ、情報提供の手段として一
定の効果があったと考えられ
る。

①
継
続

　サービスの存在や
活用方法の認知向上
を図るため、SNSや
ホームページ等で効
果的な周知を行う。

電子情報の利用
促進
（図書館）
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◎事業の目標達成度 ◎事業の本年度執行度 ◎点検・評価について ◎今後の方向

Ｓ…目標以上の成果 本年度事業の遂行完遂 ○妥当性・効果性・効率性 ①継続

Ａ…目標どおりの成果 100％で表す  ５…非常に高い ②完了

Ｂ…目標まであと少し  ４…高い ③拡大

Ｃ…まだ目標に届かない 完遂できなかったもの  ３…どちらともいえない ④縮小

Ｄ…達成に努力を要する ０～99％の数値で表す  ２…低い ⑤一部変更

 １…非常に低い ⑥修正検討

⑦転換

⑧中止

５-３-３　心身ともに健康な市民を目指したスポーツの振興

事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

事業の
妥当性 ４

効果性 ４

効率性
(コスト)

３

効率性
(人員) ３

( ２ )

事業の
妥当性 ４

効果性 ４

効率性
(コスト)

３

効率性
(人員) ３

( 14 )

事業の
妥当性 ４

効果性 ４

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ４

( 14 )

マリンスポーツ
フェスタの開催
（社会教育課）

点　検　・　評　価 今後の方向

Ａ 100%

　牧之原市との共催で今年度
も実施できた。
　今年度より、動力を有する
種目（クルーザー、水上バイ
ク、バナナボート）で有料（1
回500円）とし、高騰する燃料
代や保険などの財源確保に務
めた。
　昨年より参加人数（333人：
内市内72人）は減少するも、
御前崎の海の良さを再認識し
てもらうとともに、地域の特
性を生かした海洋スポーツを
楽しむ機会を提供することが
できた。

①
継
続

　これ以上の参加人
数はキャパオーバー
であり、体験できる
種目も制限される。
会場も狭く駐車場も
少ないため、今後の
実施については、人
数制限や開催場所の
検討が必要である。

Ａ 100%

　社会教育施設を活用した振
興公社の各教室や体験によ
り、年間を通して市民にス
ポーツを楽しむ環境、健康増
進に繋がる機会を提供でき
た。
　また、障がいのある子供に
対するマリンスポーツ体験会
やプール体験会などを実施
し、市内外から延べ1,000名以
上が参加。障がいの有無に関
係なく誰でもスポーツを体験
できる機会を提供できた。

①
継
続

　今後も振興公社と
連携し、子供から高
齢者まで、また障が
いの有無にかかわら
ず、すべての人がス
ポーツを通じて健康
維持と生きがいづく
りに繋がるような場
をつくることに取り
組んでいく。

御前崎市振興公
社との連携によ
るスポーツ振興
（社会教育課）

Ａ 100%

　スポーツ推進委員の主催の
もと、各種大会・教室を開催
した。初日にレクリエーショ
ンを取り入れるなど、各教室
ともに和やかな雰囲気のなか
でスポーツの推進、健康増進
に繋がる取組ができた。 ①

継
続

　生涯にわたっての
健康増進に繋がる取
り組みとして、スポ
ーツが苦手な人にも
参加できるような内
容としていく。
　また60代の参加募
集に力を入れ、社会
参加の促進や生きが
いづくりの場の提供
にも努めたい。

軽スポーツ教
室・大会の開催
（社会教育課）
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事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

点　検　・　評　価 今後の方向

事業の
妥当性 ４

効果性 ４

効率性
(コスト)

３

効率性
(人員) ４

( 14 )

事業の
妥当性 ４

効果性 ４

効率性
(コスト)

３

効率性
(人員) ３

( ２ )

　現監督の任期更新
も実行委員会で承認
され、引き続き年間
を通して練習会を実
施していく。
　また、市民の体力
づくりの場としても
より多くの人に参加
してもらえるよう、
各団体の協力のもと
積極的に広報活動を
展開していく。

100%

　池新田高校のスポーツコー
スにおけるウィンドサーフィ
ンへ市から講師派遣し、御前
崎の良さを感じてもらうとと
もに、将来の定住に繋がる取
り組みができた。
　また、生徒がマリンスポー
ツフェスタや駅伝事業、飯塚
翔太選手のランニング教室な
どにボランティアとして参加
し、行政や地域との連携を図
ることができた。

①
継
続

Ａ 100%

　市の目標・スローガンを
「市の部10位入賞、御前崎を
ひとつに」に掲げ、近年は年
間を通して毎週水曜日に練習
会を実施している。
　大会では、目標には届かな
かったものの、市の部16位と
昨年より順位を上げ、区間賞
を取る子もでてくるなど成果
が上がっている。
　また、練習会参加者の多く
が、自身の記録を大幅に更新
するなど、市民の体力向上に
繋がっている。

①
継
続

　海洋スポーツの普
及と、地元高校にお
ける郷土愛の醸成に
向け、引き続き講師
を派遣し事業を実施
していく。

県立池新田高校
との連携
（社会教育課）

静岡県市町対抗
駅伝への参加
（社会教育課）

Ａ
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◎事業の目標達成度 ◎事業の本年度執行度 ◎点検・評価について ◎今後の方向

Ｓ…目標以上の成果 本年度事業の遂行完遂 ○妥当性・効果性・効率性 ①継続

Ａ…目標どおりの成果 100％で表す  ５…非常に高い ②完了

Ｂ…目標まであと少し  ４…高い ③拡大

Ｃ…まだ目標に届かない 完遂できなかったもの  ３…どちらともいえない ④縮小

Ｄ…達成に努力を要する ０～99％の数値で表す  ２…低い ⑤一部変更

 １…非常に低い ⑥修正検討

⑦転換

⑧中止

５-３-４　文化・芸術の継承と振興及び文化財の保護と活用

事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

事業の
妥当性 ５

効果性 ４

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ４

( 14 )

【再掲】
図書館での展示
や講演会など文
化事業の開催
（図書館）

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ４

( 14 )

点　検　・　評　価 今後の方向

Ａ 100%

　関係団体と連携した文化振
興事業や文化財の普及活動を
実施し、多くの方々に文化や
文化財に触れる機会を提供す
ることができた。

①
継
続

　市民の芸術文化意
識の向上に資するた
め、関係団体と連携
し、市民ニーズにあ
った事業を推進して
いく。また、文化施
設マネジメントに基
づき、施設の適正管
理に努め、積極的な
活用を図っていく。

文化・芸術に触
れる機会の提供
（社会教育課）

Ａ 100%

　御前崎市文化祭は、作品展
示926名、芸能発表326人、お
茶会178人の合計1,430人の来
場者があった。市文化協会と
連携し、様々な団体や個人の
文化活動を披露する文化祭を
実現することができた。ま
た、市内中高生【参加者数85
人】との協働を図り、出演や
運営補助を行い、子供達の文
化の発信の機会に寄与するこ
とができた。

①
継
続

　形式的な事業開催
を見直すとともに、
新たな市民層が参画
してもらえるよう、
市内の文化芸術団体
等に広報し、文化祭
への参加を促してい
く。

市文化祭の開催
（社会教育課）
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事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

点　検　・　評　価 今後の方向

事業の
妥当性 ５

効果性 ４

効率性
(コスト)

３

効率性
(人員) ３

( ― )

事業の
妥当性 ５

効果性 ４

効率性
(コスト)

３

効率性
(人員) ３

( 14 )

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ４

( ― )

事業の
妥当性 ５

効果性 ４

効率性
(コスト)

３

効率性
(人員) ３

( ― )

Ａ 100%

　施設については、
今後継続して安全安
心な施設として整備
するにあたって、中
長期的な計画をもと
に修繕工事を実施し
ていく。

　市民・市内出身者45人から
60作品の応募があり、発刊を
継続することができた。市民
の文芸に対する関心を促すこ
とができた。

①
継
続

　引き続き、市民の
創作発表の場づくり
として発刊業務を
行っている。
　また、投稿者の高
齢化及び固定化が課
題であるため、新規
投稿者の獲得に向け
て市民に周知してい
くと共に、電子化に
ついても検討してい
く。

「文芸おまえざ
き 第22号」の発
刊
（社会教育課）

Ａ 100%

　御前崎市振興公社主催によ
る大人向けの「老後の資金が
ありません!」【参加者114
人】や子供向けの「すみっコ
ぐらし　ツギハギ工事の不思
議なコ」【参加者178人】の映
画上映会、劇団たんぽぽによ
る「いのちのまつり」の公演
【参加者115人】など、様々な
文化芸術に親しむ事業につい
て御前崎市教育委員会が後援
を行った。

①
継
続

　引き続き、御前崎
市振興公社主催によ
る文化振興事業への
後援を行っていく。

御前崎市振興公
社との連携によ
る文化振興
（社会教育課）

　文化財保管展示施
設の遊戯室に仮置き
してある収蔵資料を
資料保管室に整理整
頓して収蔵し、保存
するとともに、展示
や施設の貸出等がで
きるようにしていく
と共に、学校教育と
も連携して、子供達
をはじめ、多くの方
に利用してもらえる
ような施設にしてい
く。

文化財等の整
理・保存事業
（社会教育課）

市民会館等の整
備・改修
（社会教育課）

Ｂ 100%

　浜岡町史編さんなどで収集
及び撮影した古文書や古写真
などの史料の整理・保存を会
計年度任用職員を１名雇用し
て実施した。
　また、老朽化した文化財整
理室の解体に伴い、文化財整
理室の収蔵資料を文化財保管
展示施設(旧御前崎こども園幼
児棟)に移転した。

①
継
続

Ａ 100%

　市民会館において、老朽化
に伴う機器の不具合が報告さ
れている。それに伴い、不具
合箇所を適切に把握し、修繕
を行うことができた。

①
継
続
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事業
（重点取組）

目標
達成度

本年度
執行率

点　検　・　評　価 今後の方向

事業の
妥当性 ５

効果性 ４

効率性
(コスト)

４

効率性
(人員) ４

( ― )

事業の
妥当性 ４

効果性 ４

効率性
(コスト)

３

効率性
(人員) ４

( ― )

事業の
妥当性 ４

効果性 ４

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ４

( ― )

事業の
妥当性 ５

効果性 ５

効率性
(コスト)

５

効率性
(人員) ５

( ― )

　自然ふ化の取組に
関して、河川や自然
保全等の関係団体と
の協働が必須となっ
ていく。保護監視員
の業務を精査したう
えで、ウミガメの生
態に即した自然ふ化
ができるように努め
ていく。

ウミガメの保護
活動の実施
（社会教育課）

Ａ 100%

　ウミガメの保護活動につい
て、新たに自然ふ化を試みる
ことができた。また、啓発活
動としても、保護活動見学会
の実施を行い、保護監視員の
役割や業務内容について発信
することができた。
　海岸環境の保全に向けて、
流木集積処理や漂着物の回収
ボックスを設置し、持続可能
な環境整備に努めることがで
きた。
上陸頭数   86頭
産卵頭数   50頭
産卵個数5,610個
ふ化頭数3,556頭

①
継
続

Ａ 100%

　文化財講座として、牧之原
市資料館から塩の道の起点を
経由して、上朝比奈北原まで
の塩の道・秋葉街道ノルディ
ックウォーキングを開催【参
加者12人】した。また、文化
財出張授業として、掛川税務
署管内青色申告会新年初会合
講演会で、丸尾文六の講演会
を開催【参加者30人】した。

①
継
続

Ａ 100%

　本年度に実施した文化財事
業の内容をまとめ、記録保存
を図り、御前崎市のホーム
ページに掲載してデジタル配
信を行い、活用や文化財の広
報を図った。

①
継
続

　市民を対象として
郷土の文化財や偉人
等を活用した文化財
出張授業を行うこと
で、郷土の歴史や文
化財に興味を持って
もらえるように努め
る。
　また、市内の塩の
道・秋葉街道がしず
おか遺産「秋葉信仰
と街道」に追加認定
されたことから、今
後も継続して関連事
業を行っていく。

文化財による郷
土の誇りを育て
る事業の実施
（社会教育課）

Ａ 100%

　国指定天然記念物「白羽の
風蝕礫産地」の境界を明確に
するための境界標の設置を令
和６年度に実施したが、土地
所有者と連絡が取れなかった
ため、一部設置できなかった
指定地があった。連絡が取れ
なかった土地所有者の関係者
から本年度になって連絡があ
り、境界立会を実施すること
ができ、年度内に境界標を３
点設置した。

②
完
了

　国指定天然記念物
「白羽の風蝕礫産
地」の指定地を明確
にするための境界標
の設置が完了した。

指定文化財への
標識等の設置
（社会教育課）

　文化財保護事業の
記録や、御前崎市の
文化を後世に伝える
ため引き続き文化財
年報を作成してい
く。

「文化財年報」
の作成
（社会教育課）

40



 

 

Ⅴ 令和７年度教育委員会の活動 

 

（１）御前崎市教育委員会委員の名簿 

（令和８年３月現在） 

役職名 氏  名 任    期 

教育長 吉 村 紳 治 郎 
令和５年４月１日～令和９年３月31日 

（令和６年４月１日 再任 ） 

委 員 
（職務代理者） 

竹 田 和 世 平成29年３月１日～ 令和９年６月23日 

委 員 島 田 惠 美 
平成30年６月24日 ～ 令和11年６月23日 

（令和７年６月24日 再任 ） 

委 員 松 林 義 樹 令和２年６月24日～ 令和10年６月23日 

委 員 馬 渕 香 澄 令和６年１月１日 ～ 令和８年６月23日 
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（２）協議事項 

項 目 件数 内 容 

(１) 
学校教育又は社会教育に関する一般方針

を定めること 
1 ○令和８年度重点取組（案）について協議した。 

(2) 
教育委員会規則その他教育委員会の定め

る規程の制定又は改廃に関すること。 
４ 

○御前崎市立図書館条例第 13 号に規定する教

育委員会が定める額に関する規程の制定につ

いて 

○御前崎市学校給食共同調理場管理運営規則

の一部を改正する規則の制定 

○御前崎市学校給食費徴収取扱要綱の一部を

改正する告示の制定 

○御前崎市民プール設置及び管理条例施行規

則の一部を改正する規則の制定 

について審議した。 

(3) 
県費負担教職員の懲戒及び校長の任免そ

の他の進退について内申すること。 
1 

○令和７年度教職員人事異動について内申を行

った。（うち、懲戒件数０） 

(4) 
教育予算その他議会の議決を経るべき議

案について意見を申し出ること。 
1 ○令和８年度当初予算案について具申した。 

(5) 
社会教育委員、社会教育指導員及び図書

館協議会委員を委嘱すること。 
３ 

○社会教育委員を任命・委嘱した。 

○図書館協議会委員を任命・委嘱した 

(6) 教科用図書の採択に関すること。 ０  

(７) 
第２６条の規定による点検及び評価に関す

ること。 
1 

○令和７年度御前崎市教育委員会の活動及び事

務について点検・評価を行った。 

(８) その他 10 

○社会教育主事の辞令 

○令和７年度準要保護児童生徒の認定 

○令和８年度準要保護児童生徒の認定 

○御前崎市指定有形文化財の指定 

○御前崎市教育委員会職員人事異動 

について審議した。 
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総合評価（2025年度） 

 

（１）事務評価委員会による評価の概要        

今年度の御前崎市教育委員会における自己点検・評価における目標達成度でＢが付された項目は

「エネルギー教育の推進」「デジタル教材の活用（ＧＩＧＡスクールの推進）」「部活動検討委員会の開

催」「競技部会の開催」「地域展開先行事業の実施」「デジタル化社会に対応した読書環境の整備（図書

館）」「特別教室の多機能化」「学校再編計画の検討」「地産地消の推進」「ウェブサイトなどによる広報

活動の充実」「文化財等の整理・保存事業」です。また、執行度も上記一部の項目等を除き、100％も

しくはそれに近い数値となっています。 

また上記各項目の内実について総合評価会議における聞き取り結果からは、目標達成の課題のある

事業についても、環境条件の変化等の不可抗力によるものであり、業務遂行の瑕疵または怠慢により

生じたものとは考えることは妥当ではありません。 

このように、一部の事業に課題は残されているものの、総じて言うならば教育委員会事務局の業務及

び自己点検・評価は適切に行われており、概ね期待された成果を達成すべく努力が続けられていると

評価できます 

また現時点で課題のある事業についても、率直にその実態が記載されています。例えば部活動の地

域展開等、今後の児童生徒の成長に関してきわめて重要な影響を及ぼしうる事項の今後のあり方につ

いて、十分な見通しが立っているとは言えませんが、これらは他の市町においても同様であり、より

充実した教育環境の整備に向けて誠実に評価を行った結果であると評価できます。 

 

（２）今後の御前崎市教育委員会の諸事業の改善・発展に向けて 

このように御前崎市教育委員会における諸事業は適切に行われていると評価できるものの、今日問

われていることは、個々の事業改善にとどまらず、学校というシステム自体の見直しを伴う大きな転

換であると考えられます。こうした公教育の今日的状況を踏まえ、今後の御前崎市の教育をさらに改

善していくための検討の視点として、次の２点を指摘します。 

第一に学校や子育ての環境変化をふまえた点検評価のあり方の見直しです。例えば授業における探

究的な学びの強調、部活動の地域移行、教員のなり手不足の顕在化、教員の免許および研修制度の見

直しといった諸課題は、いずれも重要な学校の改革課題と考えられます。そして上述のように今後と

も、新たな教育課題・行政課題が生じ続ける可能性があります。 

一方で御前崎市教育振興基本計画や御前崎市教育大綱は、令和 8 年度以降においても、４年間の見

直しスパンをもつ計画であり、これは中長期スパンで教育改善を図ることで、より安定的に公教育を

改善推進する性格のものであると言うことができます。 

しかしその結果、同計画に忠実であるほどに、教育行政の基本構造に関する見直しはしにくくなり、

社会の変化スピードに追いついていくことが困難になるという構造的リスクを内包したものである

と言えます。 

こうした課題を念頭に置くならば、持続性を念頭に置きつつも、評価対象事業の入れ替えや見直し

などについてより積極的に対応していく必要があります。また、そうした教育委員会の機動性を担保
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するための評価のあり方も議論していいものと考えます。 

第二に、これと関連して、教育委員会の内部部局、教育委員会と市長部局が横断的に連携して事業

に取り組む仕組みの模索です。 

たとえば、市の教育上の中核的施策に位置付けられる『スクラム 御前崎』に包含されている諸事業

は、点検評価の上では、様々な分野ごとに別個に記載されており、御前崎市教育委員会における自己

点検・評価のみによっては、現行の教育の何をどう変化させようとしているのか見えにくい状態です。 

とはいえ、現在の行政組織における業務推進の在り方を抜本的に見直すのは現実的ではありません。

むしろこれらの課題に対しては、教育委員会の組織構造を見直すのではなく、例えば人事異動を手段

に事業のすそ野全体を俯瞰できる人材を養成する、プロジェクト・チーム型の施策立案・推進によっ

て対応するなどの工夫も一つの方法です。 

2026 年度は次期教育大綱や教育振興基本計画の見直しの年にあたります。これは自己点検・評価の

あり方についても再検討し、より積極的な改善が図られるように見直した上で、それを市民にとって

もより分かりやすく発信していく好機でもあることを意味します。 

学校教育のあり方が大きな転換期にさしかかろうとしている今日、御前崎市においては未来志向の

教育を創造すべく、市民ぐるみで変化への挑戦を続けてしていけたらと考えます。 

 

総合評価 

静岡大学教育研究科 教授 武井敦史 
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